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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 飯澤明彦君 ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 一般質問

〇議長 飯澤明彦君 日程第１、一般質問を前日に引き続き行います。

辻勲議員。

〇辻 勲議員 （登壇） おはようございます。私は、２点にわたって質問させていた

だきます。

１点目、公職選挙法の一部改正による１８歳選挙権について。本年６月１７日、国会に

おいて選挙権年齢を１８歳以上とする公職選挙法の一部が改正されたことを受けて、来年

夏の参議院議員通常選挙から１８歳以上の人が投票できるようになりました。国では、新

たに１８歳、１９歳の約２４０万人が有権者になるとのことです。日本の選挙権年齢が変

更されるのは、１９５０年に２５歳以上の男子から現在の２０歳以上の男女になって以来

６５年ぶりとなり、まさに歴史的な改正法となりました。選挙権年齢引き下げの背景には、

少子高齢化のうねりの中で地域や社会に対する若者の意欲や関心を高めるとともに、若者

の声を政策決定の現場に反映させようとする政治側の意識があり、１８歳選挙権の導入を

４５年以上も前から国会で議論されてきました。日本が抱える政治課題は、若者の未来と

直結しています。若い世代の声に耳を傾け、未来を見据えた政策をつくっていく社会とな

ることが求められております。このたびの１８歳選挙権の実現で、国や地域の問題を主体

的に考え、行動するようになる主権者教育が中立性を保ちながら実施され、若者の政治へ

の関心が高まることが期待されています。そこで、以下の点について伺います。

１点目、砂川市の新有権者は何名くらいになるのか。

２点目、砂川高校と連携して意識調査なども必要と考えますが、このことについて。

３点目、成人式で選挙管理委員会が選挙の啓発をすることは有効と考えますが、このこ

とについて。

４点目、１８歳選挙権成立に伴い、一層の市民、新有権者に対する啓発、周知が必要と

考えますが、明年に向けての取り組みについて。

大きな２点目、中空知定住自立圏構想について伺います。

１点目、昨年１１月、定住自立圏共生ビジョンが策定されましたが、パブリックコメン

トが２件でしたが、この取り扱いについて。

２点目、定住自立圏共生ビジョンは毎年見直されることとなっていますが、今後のスケ

ジュールと取り組みについて。
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３点目、現在地方創生による総合戦略の策定も行われていると思いますが、広域連携と

いうことで定住自立圏構想も重要な政策で、地方創生に盛り込まれることも考えられると

思いますが、市としての見解について。

４点目、連携市町村にも地方創生がかかわってくることと思いますが、定住自立圏共生

ビジョンの中で議論されているのかについて。

以上、１回目の質問を終わります。

〇議長 飯澤明彦君 選挙管理委員会事務局長・総務部長。

〇選挙管理委員会事務局長・総務部長 湯浅克己君 （登壇） 初めに、大きな１、公職

選挙法の一部改正による１８歳選挙権についてご答弁を申し上げます。

初めに、（１）の砂川市の新有権者は何名ぐらいになるかについてでありますが、来年

予定されております参議院議員通常選挙において新たに選挙権を得る１８歳から１９歳の

方は、投票日が確定しなければ集計することはできませんが、参考といたしまして平成２

７年８月３１日現在で砂川市に住民票を有する方のうち、１８歳の方は１３２名、１９歳

の方は１４５名、合計で２７７名となっているところであります。

続きまして、（２）砂川高校と連携して意識調査などを行うことについてでありますが、

国におきましては選挙権の年齢引き下げに関連して、高校生向けの主権者教育に関する副

教材及び指導用教材を作成しているところであることから、各高校におきまして生徒の政

治参加に対する意識向上が図られるものと考えておりますので、市内の高校生の多くが通

う砂川高校と連携した意識調査の実施などは現時点では予定をしておりませんが、選挙管

理委員会として政治への関心を高めるためにはどのような働きかけが必要であるか、今後

砂川高校側と協議してまいりたいと考えているところであります。

続きまして、（３）成人式で選挙管理委員会が選挙の啓発をすることについてでありま

すが、毎年成人式においては選挙に関するパンフレットを会場内に配置しておりますが、

啓発活動としては現状の配布方法について課題があるものと考えているところであります。

成人式については新成人による世話人会が企画、運営しているところであり、パンフレッ

トの配布方法など、世話人会及び教育委員会と今後協議してまいりたいと考えているとこ

ろであります。

続きまして、（４）１８歳選挙権成立に伴う一層の市民、新有権者に対する啓発、周知

と明年に向けての取り組みについてでありますが、１８歳に選挙権が引き下げられたこと

により、明年の選挙に向けて新たな選挙制度に関して報道される機会がふえ、選挙に対す

る国民の関心が高まるものと考えておりますので、選挙管理委員会といたしましては新た

な選挙制度について効果的な手法など検討を行い、広報活動の充実に努めるとともに、砂

川市明るい選挙推進委員会とも連携を図りながら、啓発活動に取り組んでまいりたいと考

えているところであります。

続きまして、大きな２、中空知定住自立圏構想についてご答弁を申し上げます。
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初めに、（１）昨年１１月策定された定住自立圏共生ビジョンに対する２件のパブリッ

クコメントの取り扱いについてでありますが、パブリックコメントの募集につきましては

昨年９月８日から１０月１５日までの間、中空知定住自立圏共生ビジョンの原案に対して

意見公募を実施したところであります。その結果、砂川市のみに２件の意見が寄せられた

ところであり、その意見の概要と意見に対する考え方を中心市及び連携市町のホームペー

ジにおいて公表したところであります。いただいた意見の内容につきましては、原案の修

正を必要とする内容ではなかったことから、参考意見とさせていただいたところでありま

す。

続きまして、（２）定住自立圏共生ビジョンは毎年見直されることとなっているが、今

後のスケジュールと取り組みについてでありますが、中空知定住自立圏共生ビジョンにつ

きましては、５市５町の担当者で構成する専門部会、企画担当部署で構成する幹事会で原

案を作成し、共生ビジョン懇談会、副市町長会議及び中空知定住自立圏構想推進会議で意

見をいただき、中心市である滝川市と砂川市が平成２６年１１月、平成３０年度までの５

年間のビジョンを策定したところであります。平成２７年度におきましては、協定に基づ

く具体的な取り組みについて専門部会及び幹事会で事業内容、事業実績の更新及び後年次

における予算等の見直し案を作成し、８月２８日に開催の共生ビジョン懇談会にてご意見

をいただいたところであります。今後のスケジュールといたしましては、副市町長会議及

び中空知定住自立圏構想推進会議で具体的取り組みの見直し案についての意見をいただき、

滝川市と砂川市が改訂版を策定していくこととなります。次年度以降の計画期間内におい

ても同様な流れで、協定に基づく具体的取り組みの事業内容、事業実績の更新及び後年次

における予算等について、毎年度見直しを図っていくものであります。

続きまして、（３）総合戦略に定住自立圏構想が盛り込まれるのか、市の見解について

でありますが、現在策定中の総合戦略は、１つ目として安定した雇用の創出、２つ目とし

て新しい人の流れ、３つ目として結婚、出産、子育ての希望をかなえる、４つ目として時

代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに地域と地域を連携する、の大きく

４つを基本目標に掲げ、雇用の創出と人口の減少対策を中心に策定していくこととしてお

ります。内閣府が作成いたしました総合戦略策定の手引におきましては、市町村間の連携

として、広域観光など個別の施策における複数市町村間の連携のほか、定住自立圏等の圏

域設定を行った取り組みなど、市町村間の連携に関する施策に積極的に取り組もうとされ

ているところであります。また、来年度創設される地方創生のための自治体向け新型交付

金につきましては、従来の補助金では対応し切れない先進的な事業に取り組む自治体を支

援するものが目的で、その使い道につきましては複数の自治体が連携し、広域的な観点で

実施される観光振興事業などに対して交付金が充てられるよう検討されているところであ

り、総合戦略におきましては、中空知定住自立圏での連携事業や関係市町間で連携して進

める事業については、積極的に進めていくよう協議、検討を行っているところであります。



－111－

続きまして、（４）定住自立圏共生ビジョンの中で地方創生が議論されているかについ

てでありますが、定住自立圏構想とは、地方圏において安心して暮らせる地域を各地域に

形成し、地方圏から３大都市圏への人口流出を食いとめるとともに、地方圏への人の流れ

を創出することを目的としており、都市機能の集約と地域間連携を基本としており、地方

創生については雇用や都市圏からの人の流れ、結婚、出産、子育てなどの施策により地域

を活性化させ、定住人口を確保することを目的としております。各市町におきましても、

現在総合戦略を策定中でありますが、中空知定住自立圏での連携事業や関係市町間で連携

して進める事業については積極的に進めていく考えであり、また定住自立圏共生ビジョン

懇談会の中でも、広域的な地方創生にかかわる連携事業を議論すべきとの意見も出ている

ところであります。定住人口の確保という面においては、定住自立圏共生ビジョンと地方

創生につきましては共通の方向性を持つものでありますので、今後において議論されてい

くものと考えているところであります。

〇議長 飯澤明彦君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 それでは、２回目の質問ですけれども、まず最初にありました砂川高校

と連携してという部分なのですけれども、主権者教育の部分につきましては私も１回目の

ところでも申し上げましたけれども、このことについても連携をとっていくということな

のですけれども、総務省のほうとしては、この主権者教育の定義についてなのですけれど

も、２０１１年の１２月の話なのですけれども、常時啓発事業のあり方等研究会という最

終報告で、その副題としては「社会に参加し、自ら考え、自ら判断する主権者を目指して

～新たなステージ「主権者教育」へ～」というふうに副題としてなって、定義を定めてお

りまして、社会の構成員としての市民が備えるべき市民性を育成するために行われる教育

であり、集団への所属意識、権利の享受や責任・義務の履行、公的な事柄への関心や関与

などを開発し、社会参加に必要な知能、技能、価値観や傾向を習得させる教育というふう

になっておりますので、ぜひこの点については、意識調査はされないという、今のところ

はされないということなのですけれども、ぜひこの辺のところは連携をとって、もう少し

いま一度具体的に主権者教育についてお伺いしたいなというふうに思います。

それから、成人式における選挙の啓発についてなのですけれども、チラシ等々、教育委

員会と連携をとっていくということなのですけれども、例えばチラシもそうなのですけれ

ども、ポケットティッシュだとか、クリアホルダーとか、いろんな方法もあると思います

ので、その辺知恵を出していただければなというふうに思います。この点も何かありまし

たら、ご答弁いただきたいなというふうに思っております。

それから、啓発に対してという部分なのですけれども、特にいつも出てくることなので

すけれども、期日前投票ですか、これが大事になってくると思うのですけれども、例えば

総務省での資料をちょっと見させていただきましたら、国政選挙における期日前投票の推

移として、昨年の衆院選の選挙、小選挙区における期日前投票の利用者というのは前回と
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比べて１１１万４，１１８人増というふうになっているということです。そこで、他の自

治体の事例もあるのですけれども、例えば長野県の松本市という、人口が多いので、比べ

られるかどうかというのもあるのですけれども、主要な駅構内に選挙の投票率アップにつ

ながるように投票所が設けられたとか、あと広島県の福山市、ここも何十万という大きい

都市なのですけれども、ショッピングセンターと株式会社と連携をとって期日前投票をや

っているというところもありますので、こういうことも砂川としては何か考えられないの

かなというふうに思いますので、この点についてご答弁いただきたいのですけれども、そ

れから投票率アップということにつきましては、実は私も、１０年以上前になると思うの

ですけれども、砂川市においては、投票日のことですけれども、投票所に行きますと市民

の方から、職員の方がきちっと並んでいるものですから、それでなくても緊張するのに、

投票に行ったら緊張するという声があったものですから、ラジオだとか、ＢＧＭを流した

らどうでしょうかという提案をさせていただいて、流されているのですけれども、流され

たり流していなかったりという部分もあるのですけれども、これから特に１８歳の若い方

の選挙ということになれば、投票率アップという部分で緊張しないような、何か音楽でも

いいと思うのですけれども、こういった部分をまた見直しというか、何とかできないもの

かなというふうに思っているのですけれども、この点についてお伺いしたいと思います。

以上です。

〇議長 飯澤明彦君 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長 湯浅克己君 ４点ほどご質問があったと思います。

まず、１点目の主権者教育の部分につきましては、選挙管理委員会といたしましても主

権者教育は必要なものと判断しているところでございまして、現在も各学校の取り組みと

いたしまして、砂川中学校の生徒会の役員選挙におきまして、投票箱ですとか記載台を貸

し出しするですとか、投票に関する形態についてちょっと触れていただくというふうな、

そういうようなものも行っておりますけれども、今後１８歳からということになりますの

で、高校に対するそれらの活動が非常に重要となると思いますので、まずは砂川高校と連

携をとりながら、どのような形でやるのがよろしいのか、また新聞の報道等もありますけ

れども、北海道はそのような形で出前講座を行うというのも聞いております。そのような

取り組みに砂川市選挙管理委員会といたしましても連携して取り組むですとか、そういう

ような対応はとりまして、若者と言われる方々の投票率がやはり低いというのが現状とし

て把握できておりますので、それらについて対応を図ってまいりたいと考えているところ

でございます。

続きまして、成人式の関係になりますけれども、成人式、現状といたしましてはパンフ

レットをお渡しするという形になっておりますので、そのような形だけではなくて、今後

来年の成人式に向けまして、教育委員会等とも協議をさせていただきながら、どのような

効果的なものができるのか、それらについて検証しながら、できるだけ効果的なものにな
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るよう改めてまいりたいと考えているところでございます。

続きまして、期日前投票の関係になります。若干古い数字ですけれども、昨年の総選挙

の際の期日前投票の砂川市の割合は、２６％を超えるような状況になっております。期日

前投票につきましては、投票日前に投票できるということで、実施されて以降年々投票率

が期日前による投票がふえているような状況になっておりますので、それらに対する利便

性は非常に高いものと考えているところでございます。道内各地におきましても、例えば

ショッピングセンターですとか、あとは若者のためということで大学等も活用しながら行

っているというところも認識はしております。こちらの実施につきましては、現在期日前

投票を処理するときに二重投票等を避けるため、電算システムを使いながら即時処理を行

っています。それらの即時処理ができるような体制がとられなければ、なかなか別な場所

でというのも難しいと思いますので、他の自治体においてどのような処理で行っているの

かも研究をしながら、それらの取り組み、新たな期日前投票所を設置することが可能かど

うかの取り組みも検討してまいりたいと考えているところでございます。

最後になります。投票所の関係でありますけれども、現在投票所におきましてはラジオ

等はなかなか難しい部分がございますので、音楽のＢＧＭをかけているところでございま

す。これまでは、カセットテープを活用しながらそれらの対応を行っておりまして、カセ

ットテープがとまりますと、その入れかえのタイミングですとか、それらにつきましては

そのときの投票所の状況によりまして、投票される方が数多く来られているときにはそれ

らの対応もできない部分がありますので、もしかいたしますとＢＧＭがかかっていないと

いう時間帯もあったかと思いますけれども、ことしの選挙からは、そちらにつきまして別

な電子プレーヤーを活用いたしまして、エンドレスでそちらのＢＧＭが流れるような環境

になっております。投票しやすい環境の確保につきましては、選挙管理委員会としても今

後も検討してまいりたいと思いますけれども、それらいろいろ国のほうも定められている

ものもございますので、そちらも見ながら、今後ぜひとも多くの方に投票していただける

環境づくりに努めてまいりたいと考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 最後にもう一点なのですけれども、今委員長のほうから大学という話が

出てきましたけれども、特に４月になりましたらいろいろな異動の部分が出てくるのです

けれども、特に学生は住民票を異動しないで家族のところに置いたまま通ったりとか、下

宿したりということもあると思うのですけれども、そういうこともあるので、今大学との

関係という話がちょっと出てきたのですけれども、この点について何かあれば、ご答弁い

ただきたいと思うのですけれども。

〇議長 飯澤明彦君 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長 湯浅克己君 例えば大学生、一般的には大学に入学する際に

は住民票を移すケースが多いのかと思いますけれども、現状を見てみますとなかなかそう
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いう状況にはなっておりませんで、住民票を残されている方が多いのは実際把握している

ところでございますので、そちらにつきましては例えば不在者投票の制度ですとか、その

ような周知をしながら投票率の向上に向けた取り組みを今後も進めてまいりたいと考えて

いるところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 それでは、２点目の中空知定住自立圏構想についてなのですけれども、

中空知共生ビジョン懇談会が昨年８月、委員さんが結成されて行われたのですけれども、

その中で特に私は座長さんが最初の会議において話したことをおかりしまして、座長さん

が前置きとして、第１回目の懇談会の去年の８月の座長の話なのですけれども、改めて定

住自立圏という制度の中で共生ビジョンを策定することになるのですが、つくることが目

的ではなく、それに沿って改めて５市５町が一緒に進めていく政策としてという取り組み

がどういうものがあるかを考えて、それを新しい定住自立圏の政策につなげていくのがビ

ジョン懇談会の意味であると考えると、このように座長さんが言っているのですけれども、

共生ビジョンの懇談会は委員の方はいろいろ話できますし、定住自立圏の取り組みには民

間、地域の関係者が構成市としていろんな意見、連携をとるために懇談していくのですけ

れども、一般住民の意見の反映というのはどのようなことになっているのかということを

お聞きしたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 共生ビジョンの懇談会で今議論されている関係、その懇談会の

委員さん以外の市民の方のビジョンに対する意見の反映ということでありましたけれども、

共生ビジョン懇談会は各市町から２６名の委員さんに参加していただきまして作成をして

おりまして、私どもも懇談会に参加しておりますけれども、委員さんは各市町の各分野の

方が来られておりますので、どちらかといいますと分野ごとの意見が出されるというのが

多い傾向にございます。それらの意見につきましては、まず昨年策定いたしました共生ビ

ジョンにつきましては、基本として案といたしましてはそれまで中空知５市５町で取り組

んでおります広域連携している事業を中心に組み立てたところでありまして、それらを委

員さんにお示しをして、その中で委員さんとして何か加えるものですとか、改めるものに

ついてご意見を伺ったところでありまして、それをもとにいたしまして昨年の共生ビジョ

ンを策定したところでございます。

他の市民の意見の反映ということでありますけれども、今後におきましても共生ビジョ

ンにつきましてはホームページでごらんいただけるような環境を整えてはおりますけれど

も、なかなかそれらについても見られない方もいらっしゃいますし、意見反映というとこ

ろの手続的なところでは今なかなか難しいところもあろうかと思います。ことし共生ビジ

ョンを懇談会終了後修正の計画という形で策定をいたしますので、そちらにつきましては

広報などを通じながら市民に周知も図っていきたいとは思っております。ですけれども、
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ビジョンは６０ページほどにわたるものですので、なかなか広報で全てを周知することは

できませんので、作成したということを周知させていただきながら、必要な方には連絡を

いただければ私どもそちらをお渡しし、ごらんいただいた中で意見があれば求めてまいり

たいと思いますし、ホームページの中でも何かそのビジョンをごらんになられまして意見

がございましたら、市民の方は私どもの担当課のほうにご連絡をいただいて、それらの意

見の内容を協議いたしまして、今後反映させるかどうかという部分について検討を進めて

まいりたいと思いますので、そのような形の中で意見集約をできるところから図ってまい

りたいと考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 最後にですけれども、今お話ありましたのですけれども、これからいろ

いろ検討、見直し、意見を吸い上げていくということなのですけれども、改定というか、

またそういうものが今後示されていくのでしょうか、それについて最後にお聞きしたいと

思います。

〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 共生ビジョンにつきましては、毎年改定することになっており

ます。これにつきましては、共生ビジョンの中に記載されている事業費が特別交付税の算

定に用いられるということもありまして、毎年それらについてはローリングのような形で

見直しすることになっております。共生ビジョン懇談会におきましては、単に事業費の見

直しだけではなく、それらについてまた追加するもの、また改めるものについても委員の

皆様からご意見を伺っているところでありますので、これらのご意見を伺い、検討しなが

ら改定を進めてまいりたいと考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 （登壇） おはようございます。それでは、既に通告してありますよう

に、大きく４つの項目について市長の見解を伺ってまいります。

大きな１点目は、子育て支援のさらなる拡充についてであります。現在砂川市が取り組

んでいる子育て支援をさらに厚くすることにより、子供を安心して産み育てられる環境を

より一層良好なものとするために、社会全体で支援を行っていくことが大切です。そこで、

以下の点について伺います。

（１）として、子育てには経済的な負担が伴います。子育て世帯の支援のために、例え

ば学資ローンなどといった子育てにかかわる費用について民間金融機関等と砂川市が協定

を結び、学資ローンなどの利子補給を通じた経済的支援を導入することは、家計の負担を

軽減することにつながります。子育て世帯の所得がなかなか上がりにくい環境の中で、こ

れを市の施策として検討して、民間金融機関等と協議して実施していくべきではないかと

考えますが、その導入の考えについて。

（２）として、金銭的な支援以外に、子育て支援米として地元の農協や生産農家等と連
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携して子育て世帯に支援米を給付することは、米の消費拡大と子育て支援という２つの目

的を同時に行うことができるため、結果的に子育て支援だけにとどまらない効果が見込ま

れますが、市長の見解について。

次に、大きな２点目は、子育て世帯専用公営住宅等の整備や空き家の利活用についてで

あります。

（１）として、砂川市には現在子育て専用の公営住宅がありません。砂川市の民間アパ

ート等の家賃相場を見てみると、経年劣化している建物であっても比較的高どまりであり、

経済的基盤が弱い若年層が市外に流出する要因ともなっています。そこで、既存の公営住

宅の利活用を含め、将来的に子育て専用の公営住宅等を整備して、安定して砂川市に住ん

でもらうための取り組みが必要と考えますが、市長の見解を伺います。

（２）として、市内にはこれからも一戸建ての空き家がふえていきます。空き家をその

まま放置しておくことは、防犯、防災、景観等の観点からも好ましいものではありません。

そのような空き家に子育て世帯が入居した場合の改装費などの助成等といったことを通し

て、子育て支援と空き家の利活用を同時に考慮した施策を取り入れるべきと考えますが、

市長の見解を伺います。

大きな３点目は、米、野菜などの地元産農産物の消費拡大の取り組みについてでありま

す。砂川市は、現在砂川市農業再生協議会水田フル活用ビジョンを平成２６年度に策定し、

砂川産農産物の作物全体の今後の作付予定などについて目標を立てて取り組んでいます。

生産からその先にある地元産農産物の消費拡大もあわせて行っていく必要があると考えま

すが、砂川市として大切な産業の一つである農業を守っていくためにどのように取り組ん

でいるのか伺います。

最後に、大きな４点目は、起業、創業支援についてであります。砂川市にこれからもず

っと定住していただく、あるいは移住していただく上でも、経済的な基盤の整備は必要不

可欠です。アイデアがあっても、資金がなく断念することも少なくありません。既存の起

業、創業支援策の対象範囲の拡大や、ほかにもクラウドファンディングといった手法を取

り入れることで、担保も実績もない方が資金を募ることに成功することもあります。先進

的な自治体では、自治体が地元の金融機関や専門業者等と連携などを通してそのような活

動を支援している例も徐々にふえつつあります。食と観光の魅力がある砂川市においても、

このシステムが活用されればさらに市内にお店がふえたり、観光客がふえたりする効果が

見込まれると思いますが、導入についての考えを伺います。

以上のことをお伺いいたしまして、演壇からの初回の質問といたします。

〇議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から大きな１の子育て支援のさらなる拡充につい

てご答弁を申し上げます。

初めに、（１）子育てにかかわるローン等の利子補給による経済的支援でありますが、
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子育てに関しては、出産時の医療費や入院用品、マタニティー用品から出産後のベビー用

品、子供の成長に合わせた衣服や用品などのほか、子育て環境の充実のための住宅や車の

購入、さらには子供の進学等にかかわる教育費など、子育て世帯にはさまざまな経済的な

負担があるものと認識しております。現在民間金融機関における子育てに関する借り入れ

としては、高校や大学、予備校、学習塾、専門学校等の受験、入学、在学に必要な費用の

ための教育資金のためのローンが主なものとなっており、その他の子育てのための資金と

しては住宅ローン、自動車ローンなどの目的に合わせて借りるローンのほか、使い道が自

由なフリーローンとなっているようであります。市がこれらの子育てにかかわる費用の借

り入れについて利子補給をすることにつきましては、福祉目的として生活困窮者や低所得

者も含めた全ての子育て世帯の経済的支援のあり方を考えていくとともに、子育てに関す

る費用として教育目的以外の借り入れ需要やそれらに対する民間金融機関における貸付制

度等について調査研究を行いながら、必要性について検討してまいりたいと存じます。

続きまして、（２）子育て支援米の給付についてでありますが、子供にとってお米は体

のエネルギーのもとになる糖質とたんぱく質などを含む栄養バランスのとれた食べ物であ

り、特に成長期にある子供は食欲も旺盛で、家庭における米の消費も多くなっていると思

われます。子育て支援米の給付につきましては、秋田県男鹿市や山形県庄内町などにおい

て、米の生産地ということもあり、子供たちの健やかな成長を図るとともに成長期の子供

を持つ家庭の支援と地産地消を推進する事業として実施されているところであります。本

市においては、子育て支援策として現在さまざまな分野で取り組みを進めているところで

ありますが、米の消費拡大にもつながる子育て世帯への米の給付につきましても給付の対

象や実施に当たっての米の必要量など、先進地の取り組みなどを研究しながら、有効性も

含めて検討してまいりたいと考えているところであります。

〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 （登壇） 大きな２、子育て世帯専用公営住宅等の整備や空き

家の利活用についてご答弁申し上げます。

初めに、（１）子育て世帯専用の公営住宅等の整備についてご答弁申し上げます。公営

住宅は、住宅に困窮する方に低廉な家賃で住宅を供給することを目的として、市営住宅と

改良住宅で１，３６５戸、そのうち子育て世帯に対応可能な３ＬＤＫ、３ＤＫの住戸につ

いては１，００２戸管理しており、現在入居を希望される方については一部の団地を除き、

待機なしで入居できる状況にあります。また、公営住宅の整備と維持管理につきましては、

公営住宅等長寿命化計画で定めた目標管理戸数と団地別、住棟別の活用方針及び改善事業

等の維持管理計画に基づき行っており、現在屋根、外壁改善等の長寿命化改善事業や団地

環境整備として公園の整備事業等を進めているところであります。ご質問の子育て世帯専

用の公営住宅等の整備につきましては、現在のところ計画していないところでありますが、

子育て世帯の入居の促進と空き住居の解消策の一つとして、子育て世帯に対する入居条件
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の緩和等について検討してまいりたいと考えております。

次に、（２）子育て支援と空き家の利活用を同時に考慮した施策を取り入れるべきでは

ないかについてご答弁申し上げます。砂川市では、定住促進を柱として、民間住宅の良質

な住宅ストック形成と中古住宅の利活用を促進することを目的に、リフォーム工事を対象

とした「永く住まいる」と、新築と建て売り・中古住宅の購入を対象とした「まちなか住

まいる」補助制度を実施しております。この制度については、昨年策定した砂川市住生活

基本計画において従来からの制度を拡充し、継続することとし、本年４月から補助率と上

限額の引き上げなどの見直しを行っており、さらに本年６月には制度の一部を改正し、子

育て世帯における世帯所得制限の緩和と子育て支援補助金等を追加し、子育て支援と空き

家の利活用に寄与する施策を実施しております。なお、現行の制度は持ち家を対象とした

ものであり、空き家の賃貸物件を対象としていないことから、砂川市住生活基本計画で掲

げた住みかえ支援プロジェクトの仕組みづくりを進める中で、リフォーム工事への支援を

検討いたしますが、「永く住まいる」は住宅の主要な構造部分の耐久性を向上させるため

の改修工事、断熱改修工事、ライフスタイルの変化に合わせた増築や間取りの変更のため

に行う工事などを対象としており、軽微な修繕的な工事を対象としていないことから、賃

貸住宅で想定されるような軽微なリフォーム工事の扱いをどのようにするかなど、制度間

の整合性と均衡に配慮した検討を進めてまいりたいと考えております。

〇議長 飯澤明彦君 経済部長。

〇経済部長 田伏清巳君 （登壇） 大きな３、米、野菜等の地元農産物の消費拡大の取

り組みについてご答弁申し上げます。

水田フル活用ビジョンは、地域の特色のある魅力的な産品の産地を創造するため、今後

３年から５年後の水田活用の取り組み方針を定めた地域の作物振興の設計図となるもので、

砂川市農業再生協議会において平成２６年度に策定しております。当該ビジョンは、地域

の作物作付の現状、地域が抱える課題、作物ごとの取り組み方針や作付予定面積及び平成

２８年度に向けた取り組み目標などを定めており、平成２６年度からはビジョンの策定及

び公表が経営所得安定対策事業の産地交付金の交付要件となっております。ご質問の地元

農産物の消費拡大の取り組みについてでありますが、近年安価な輸入農産物の増加による

国産農産物価格の低迷や産地間競争による米価の下落などにより農業所得が減少し、厳し

い農業経営を強いられており、さらに輸入農産物や食品に関する不祥事事件の発生もあり、

食の安心、安全、品質といった消費者ニーズにかなった生産体制への転換や付加価値の高

い農産物の生産が重要と考えているところであります。

これまでも水稲につきましては、幼穂形成期後のケイ酸肥料の追肥に係る経費の一部を

助成し、低たんぱくでおいしい米の生産を推進しております。また、化学肥料や化学合成

農薬の使用を慣行レベルの５割以下で栽培する特別栽培米の作付をする圃場には補助率を

上げて助成を行い、安心、安全で付加価値の高い米づくりを推進することにより新砂川産
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米のブランド化を図り、消費の拡大に取り組んでところであります。さらには、平成２７

年度から実施しておりますＪＡ新すながわ特別栽培米生産組合による環境保全型農業直接

支払交付金事業の取り組みの支援など、自然環境の保全に効果の高い農業生産方式を導入

することにより、環境に優しい農業による安心、安全な農産物の生産を推進しているとこ

ろであります。トマトやキュウリなどの施設野菜につきましても、良質で安全な農産物を

安定的に生産するための土づくりに欠かせない堆肥の購入に係る経費の一部の補助を実施

し、化学肥料使用の低減を図ることによる高付加価値化、安心、安全な農産物の生産を推

進しております。また、新砂川農協では、Ａコープ新すながわでのもぎたて市や農協食堂

による１０割そばの販売、女性部によるトマトジュースの販売などの地産地消の取り組み

を実施しており、地元農産物の消費拡大の一翼を担っております。今後も関係機関と連携

を図り、地元農産物の消費拡大につながるよう取り組みを進めてまいりたいと考えている

ところであります。

続きまして、大きな４、起業、創業支援についてご答弁申し上げます。市としてこれま

でも起業、創業について支援してまいりましたが、国では地域経済の活力を高め、雇用を

創出していくため、産業競争力強化法により地域の創業を促進させる施策として、市町村

が民間事業者と連携し、創業支援を行っていく取り組みを応援しております。具体的には、

地域金融機関や商工会議所等民間の創業支援事業者と市が連携して、ワンストップ相談窓

口の設置、創業セミナーの開催等の創業支援を実施する創業支援事業計画を策定し、これ

を国が認定することで創業者、創業支援事業者、市が、補助金や融資制度を初め、登録免

許税の軽減など関係省庁の各種施策やメリットを活用できるという内容であり、現在計画

策定に向けて北海道経済産業局と協議をし、準備を進めているところであります。また、

市では、商業地域等で空き店舗を購入、または賃貸借などにより小売商業店舗などを開店

する際の店内改装費や店舗の賃借料を助成するなど、砂川市中小企業等振興条例により中

小企業者等の創業等を支援しておりますが、元空き店舗ではない、あるいは対象区域外の

ケースも見受けられ、そういった個店による活性化も話題性、回遊性につながるものと考

えられることから、より一層新規出店等を促すための支援として建物要件、地域要件など

の拡充について調査検討しているところであります。

なお、インターネットを使った創業支援のための資金調達方法であるクラウドファンデ

ィングにつきましては、資金を募るだけではなく、出資の状況でマーケティングにもつな

がるものであり、起業、創業に向けた取り組みの一つとして、砂川商工会議所や金融機関

とも連携して情報収集、研究してまいりたいと考えているところでありますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員の質問は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午前１０時５０分
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再開 午前１１時００分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

武田圭介議員の質問を許します。

武田圭介議員。

〇武田圭介議員 それでは、再質問を行ってまいりますけれども、この質問をするに当た

って、子育て支援について市長はどのようにお考えになっているのかなということを聞こ

うかなと思いましたら、昨日多比良議員の答弁の中で市長の考えが示されましたので、そ

れが非常に参考となりましたので、それも踏まえて再質問を行っていきたいというふうに

思っております。

市長、昨日の市長の子育てにかける思いを述べられたときに、砂川では共働きをしたい

けれども、働く場所がなかなかない、それから賃金が上昇していかない、それから子育て

に係る費用というものが非常に多額のお金がかかっているというようなことも述べられて、

その対策を何とか考えたいというお話もありました。今回私が質問した子育て支援のさら

なる拡充の（１）と（２）、これは先ほど市民部長から答弁いただきましたけれども、両

方とも秋田県男鹿市で実施しております。東北は子育てとか学力向上とか、そういった支

援が非常に充実していることも多いのですけれども、それとあわせて食べ盛り、育ち盛り

の子供たちを地元の農産品で支援できないかということで子育て支援米というようなこと

も実施しておりますし、これはいろんな物事の効果というものがありますけれども、砂川

にもおいしいお米をつくっている農家もあります。ただ、米の消費量というのは全国的な

ベースで見れば年々落ち込んでいるわけであって、これも何とかしていかなければいけな

いと思い、この質問を今回考えたわけであります。

まず、（１）なのですけれども、今ほど言いましたように、子育てにはいろんなお金が

かかってきます。先ほどの答弁であった項目もいろいろあるのですけれども、それに付随

して進学とか、それからスポーツをやらせたり習い事をやらせたりとなったときにはお金

がかかるのですけれども、行政の範疇とか我々議会の所管のくくりでいうと、それは教育

委員会だ、社会福祉だということになるかもしれません。しかし、実際にそういうような

支援を受ける方々にとっては、行政からの支援ということには変わりはないわけでありま

す。今回この地域の経済的な実情とか、我々同世代あるいは下の世代は経済的基盤が脆弱

なところがあるというのもまた事実であります。よく低所得者層とか非課税世帯にはほか

の福祉分野で、生活保護はもちろんなのですけれども、例えば福祉灯油といったようなも

のもありますけれども、税金を納めている人間にとって直接給付的なものというのは非常

に少ないと、それが富裕層であれば痛痒感は感じませんけれども、所得が大体３００万か

ら８００万ぐらい、税金を払いますから、可処分所得になると大分少なくなりますので、

そういった方々に対する支援というのは意外にありそうでないというのが実情であります。

ここで通告したことが今すぐここでやりますという話にはならないのでしょうけれども、
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ただこういったようなことを民間の金融機関さんとも連携をしながら砂川市から投げかけ

るというのは、本来は違うと思うのかもしれませんけれども、こういったようなことをや

っている自治体と金融機関もあるというようなことをぜひとも、市内にも複数の金融機関

がありますので、金融機関にとってもこれは商機につながると思います。そういった働き

かけも庁内の検討とあわせてやっていただきたいと思いますので、そういった情報提供、

連携のあり方についてどう考えるかということを再質問でお伺いしたいと思います。

それから、（２）の子育て支援米についてでありますけれども、これは先ほど述べまし

たように、地元の農家の皆さん方というのは、今ＪＡ新すながわの水稲振興会と、ゆめぴ

りかの生産協議会、ここが年間１回だと思いましたけれども、学校給食センターに米を１

３０キロ寄贈していますが、これはあくまでも給食でありまして、そうではなく食育とい

うことも考えれば、地元の安全でおいしいお米、先ほど経済部長の答弁の中であった低た

んぱく米とか、あるいは特別栽培米という、砂川にはとてもおいしいお米をつくっている

という例もありますので、幼少期のうちからそういうお米になれ親しんでいただいて、農

家の手助けにもなりますけれども、ちゃんと安全でおいしいお米が食べられると、これは

別に複数回継続することも私はないと思いますけれども、そういったような支援策という

ものもほかの自治体でも先行してやっています。ほかの自治体でやっていることが全てう

ちの自治体でまねしてできるわけではないのかもしれませんけれども、子育て支援という

だけではなく、経済的な観点からも市内にお金を循環させることにもつながりますので、

ぜひともここは政策としてしっかりと考えていただきたいなと思いますけれども、改めて

この点について、先進地の事例、男鹿市の事例を把握しているということでしたので、ど

のように考えるかについてお伺いしたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、順次お答えをさせていただきたいと思います。

まず、（１）の民間金融機関と砂川市が協定を結んで利子補給についてということであ

りますが、こちらのほうは子育て世代に本当にその需要あるいはニーズがあるかどうかと、

このところを少し調べさせていただきたいと思います。例えば民間金融機関でもそうです

が、所得の少し低い方におかれましては社協さんでも無利子の貸し付けというのを行って

います。ただ、社協さんのほうは、出産したときですとか、あるいは高校以上ということ

になっていますので、その間の関係で、いずれにしても元金は借りて、返さなければなら

ないと、利子補給でそういう需要があるかどうかというのは調べさせていただいて、その

上でもし必要があれば、これは庁内の連携は市民部、教育だとかは関係ありませんので、

そういう需要があると見込められれば、連携をしながら検討はさせていただきたいという

ふうに思います。

それから、２点目の関係でございますが、これは先ほども議員さんのお話があったよう

に、市長のほうで少し思いを既に話させていただいておりますので、婚活から始まって結
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婚、妊娠、それから出産、子育て支援と、こういう流れの中で何を優先的に取り組むかと

いうことになってくると思いますので、これが全体の中で子育て支援米をどうするかと、

それが砂川市の農業の米の地産地消にもつながるということでありますから、これについ

ても全体の中で少し検討させていただきたいということでございます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 利子補給のことに関しては、実際に仮にそれができたとしても、ローン

審査するのは金融機関の皆さんですし、いろんな要件というものもまた詰めていかなけれ

ばならないので、ぜひともこの件に関しては先進地の事例を研究されまして、今ほど答弁

にもありましたように、市内のニーズ等もあるのかないのかも含めまして検討していって

いただきたいと思います。

子育て支援米についてですけれども、なかなかユニークな発想だったと思うのですね、

意外にコロンブスの卵的に。先進的な自治体は、米どころだから真っ先にそういうことに

気づいたと思うのですけれども、お金で支援をするというやり方は確かに一番いいやり方

かもしれませんが、実際にお金がなければできませんし、そのお金がもしとんでもない親

に当たってしまったら、子供にまで回らないことだってあり得るわけです。お金持ちであ

ろうが低所得者であろうが、生きていく上ではやっぱり食べていくということは非常に大

切なことでありますし、お米の利点は長期間の保存がきくということと、絶対需要がなく

ならないということなのです。この目的、主眼をどちらに置くかということもありますけ

れども、今農業もＴＰＰの問題があります。それから、農家の皆さんが苦しいということ

もありますけれども、人が生活をしていく上で食というものは非常に大切なことでありま

すから、そこは地元の農産品、地元の恩恵を地元の人たちに、しっかりと食べて地元の人

たちに応援をしてもらうという好循環につなげていっていただきたいと思うのですけれど

も、これもすぐここでやるという話にはなりませんけれども、ぜひとも市長、今後の政策

を考える上で、なかなかユニークな政策、ほかの自治体のまねをそのままするわけではな

くて、砂川市オリジナルなものにアレンジしながらでもいいので、ぜひとも検討していっ

ていただきたいと思うのですけれども、その辺のお考えについてお伺いしたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） 子育て支援米につきましてご答弁を申し上げます。

議員が言われるとおり、大変ユニークな発想ということで、私どもそのようには思って

おりますけれども、子育てに関していろんな政策はたくさんアイデアとしては出てくると。

ただ、きのう申し上げたとおり、本当にそれが子育てで出産で子供をふやしていく直接的

な要因になるかどうかというところで絞らざるを得ないと。たくさんやりたいのはあるけ

れども、それをやってしまうと、扶助費ですから一度やると削るということはなかなか難

しいと、それは財政硬直化につながるおそれもある。地方創生、少子化と言われているけ

れども、余り身の丈を超えていってしまうと厳しい。後でどうなるのだろうというおそれ
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もあるわけでございまして、そこが市長として非常に悩み深いところでもございます。

この話は確かにユニークですし、私はどちらかというと経済対策的な要素の比重が大き

いのかなと、お母さんたちはもっと切実なところで子育ての要望がたくさんあってきてい

るというのを私は実態を知っているだけに、もっとそちらに近いほうに私は力を入れるべ

きだろうと。それで、砂川の安心、安全なお米をアピールしたり内外に発信したりするの

は、経済対策としてもっと違う方法をとったほうがよろしいのではないかなと。お母さん

たちは恐らく、ここよりももっと切実な子育ての要望というのは、私が聞いている限りで

はもっとたくさんございました。ただ、それを全部やりたくてもできない、状況を見なが

ら、把握しながら、結果も見ながら次の手をというふうに考えておりますので、これもど

っちかというと私は、砂川の頑張る農家、いろんな方がやっています。それをどう内外に

経済部含めて発信をしていくかと、そっちのほうがより重要なのだろうというふうに思っ

ておりますけれども、これらも踏まえながら、子育てのメニューはたくさんございます。

その中でより有効度を判定しながら、限られた財源の中でどこを選択するかというのは少

し検討させていただきたいと、このように思っております。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 それでは次に、大きな２点目の公営住宅のほうの話に移りますけれども、

先ほど答弁をいただいたときに、既存の公営住宅等にも政策空き家等も含めていろいろと

ありますけれども、入居要件の緩和ですとか、今は入居希望の方は一部を除いて待機なし

で入れるというようなお話もありました。確かにあいているところに人が入ってもらうと

いうのはいいのですけれども、ご承知のように、砂川市内というのは公営住宅に限らず、

民間のアパート、マンション等が次から次へと建っていると。しかしながら、家賃相場で

見てみると、民間のアパート、マンションというのは、砂川市は近隣に比べると高どまり

となっています。では、安ければ公営住宅に入っていただけるのかというと、公営住宅は

時間がたっていますので、中には若い世代であっても高層階に行くのは嫌だ、嫌だという

か、引っ越しの手間がかかりますので。今の砂川市の公営住宅は５階建てだとエレベータ

ーはついていませんので、新しくできたものは別ですけれども、東町団地とかはついてお

りませんので、 そういったようなところというのはなかなか難しいのかなと思います。

であるならば、私は今回質問した中で、やっぱり子育て世帯というのは一つのコミュニテ

ィを形成するべきだと思いますので、いろんな多種多様な世帯がいるというのも子供の成

長を考える上ではいいのかもしれませんけれども、子育て世帯には子育て世帯特有のコミ

ュニティがあって、情報交換がいつでもできるような形で、近所の方とも同じような境遇

でお話ができるような、そういう意味では今ある公営住宅の例えば特定の棟だけを子育て

専用の世帯が入るような公営住宅に転換するという方法もあると思いますし、支援の仕方

というのはいろいろとあると思うのです。

例えば京都府なんかでは、中の壁紙とか床材などを子育てをしやすいような住居にする
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ために公営住宅を改装するというようなこともできますので、新たに棟を建てるというこ

とになれば確かに大きな予算を伴うことで、なかなかハード整備は難しいと思いますが、

そうではなくて既存の公営住宅の活用ということについてもう少し、ただの要件緩和では

なくて、例えば子育て世帯が集約できるような形で特定の棟だけを限定してそういうよう

な施設に整えていく、整備を図っていく、あるいは公営住宅の中に子育て世帯が入ろうと

したときに子育て世帯用の床材とか、改装をするというようなことを整備していく、そう

いったような取り組みというものももしかすると今の段階でもすぐできるのではないかと

思いますので、その点についてのお考えをお伺いしたいのと、それから先ほど答弁にもあ

りましたように今検討しているというお話でありましたけれども、６月議会で通った中古

住宅を取得する際には確かに補助の要件は拡大されましたが、答弁でもありましたように、

賃貸借についてはこれは対象外となっております。空き家であっても、それを購入すると

いうことについてはハードルが高いのかなというふうに感じておりますので、転勤族の方

もいらっしゃいますし、とりあえずは購入ではなく賃貸借で様子を見るという方もいらっ

しゃるでしょうから、ここについては今後賃貸借に備えての軽微な補修等についても検討

してまいりたいという答弁でしたので、これについては早急に検討して結論を出していた

だきたいというふうに思っておりますので、１点のみ再質問としてお伺いいたします。

〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 ご質問の既存の公営住宅を、一部子育て専用公営住宅にできな

いかというご質問だと思います。議員さんが言われるように、長所といたしまして子育て

世帯のコミュニティですとか、それから子育て世帯の中で問題だとかなんとかをそのコミ

ュニティの中で相談できるですとか、そういう部分の長所もあろうかと思います。ただ、

逆に、子育て世帯専用住宅としてしまいますと、一般の方が入居できなくなることで、本

来住宅に困窮する人が入っていただく市営住宅の性格上、そういう部分のデメリットも出

てくるのかなというおそれもございます。また、例えば子育て世帯専用住宅に入った子育

て世帯の子供さんが大きくなって、条件ですから小学生、中学生、１８歳未満というよう

にどこまでの条件でそこにいられるかという部分もありますけれども、子供さんが大きく

なったときにそこを出ていかなければならない、そういうようなデメリットもございます

ので、この辺につきましてもいろいろ長所、短所がありますので、その辺についてはもう

少し研究させていただきたいと、そのように考えてございます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 公営住宅はいろんな制約等が多分法で定められていていると思いますの

で、なかなかその判断というのが難しいところもあろうかと思いますけれども、そうであ

るならば、今回質問で公営住宅等と等をくっつけましたけれども、民間の住宅を利活用す

るという方法もあるのです。これは、地域優良賃貸住宅制度というものが国にありまして、

自治体などが、そこはいろんな目的がありますが、高齢者世帯とか障害者世帯、子育て世
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帯等、各地域における居住の安定に特に配慮が必要な世帯の居住の用に供する居住環境が

良好な賃貸住宅に対する補助なのですけれども、自治体がそれを国等に申請することによ

って、公営住宅ではなく民間の住宅についても同じようにそういうふうに対象を限定した

住宅に対してのいろんな改装費の補助とかが出る制度もありますので、そういったような

ものも利活用しながら子育て支援ということも多分できると思うのです。

先ほどの答弁では公営住宅ではなかなか難しいというお話もありましたけれども、そう

であるならば、砂川市全体の人口に直結する話ですから、人口は税収にも関係してきます

ので、そういったようなことを総合的に考える上で民間の住宅をどうしていくのかという

ことを、直接は行政が民間のマンション、アパートの運営にはタッチできませんが、こう

いった制度を使うことによってある方向性に誘導していくというか、同じように一緒にベ

クトルを向けて取り組んでいくことができるわけでありますので、こういった制度の周知

ですとか、自治体として新たな施策として検討して取り入れていくというようなことも検

討項目に加えていただきたいと思いますけれども、その点についてどうお考えになるのか

お伺いしたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 今地域優良賃貸住宅というようなお話もいただきましたし、あ

と民間の住宅を利用してというようなお話もございました。その中で、私ども昨年住生活

基本計画も策定いたしまして、そこでいろいろな住宅施策の整備のことにつきましても協

議をしてきたところでございますけれども、この計画の中で今住みかえ支援の関係ですと

か、そういう部分についても協議をしてございます。今後関係する機関、例えば宅建業者

ですとか、それから建設業関係ですとか、介護事業者関係ですとか、そういうところでい

ろいろな住みかえ支援も含めた住生活のことについての協議をする場も設けていくところ

でございますので、そういう場の中ででもこのことについても協議をしてまいりたいと、

そのように考えてございます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 いろんなチャンネルを持って、いろんな諸団体と協議をしていただきた

いと思いますし、既存の公営住宅とかアパート以外にも、例えば今空知太にはコメリさん

が出店されていますけれども、あの近隣にはまだ広大な土地が余っております。私が注目

しているのは、住所でいえば空知太の東２条１丁目になる国有財産でありますけれども、

あそこの建物も昔は職員用、道職員などのアパートで利用されていましたが、ああいった

建物を改装すれば、あそこは非常に国道にも近いし、コメリさんが出てからにぎやかにな

ってきたところでもありますから、今は国有財産なので、市の管轄は及びませんけれども、

あそこをもし利活用できるのであれば、それこそ今回提案しているような子育て専用住宅

にできるのではないかとかねがねずっと思っていたのですが、ここは相手があることです

し、砂川市のほうで今ハード整備は難しいので、そこを取得して云々という話は難しいの
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かもしれませんが、いずれにしてもあそこが空き家のままでずっと使われていないという

のはもったいない話であります。人口対策の問題を考える上で、高齢者の移住というよう

な話も国のほうでは何か進めておりますけれども、活力ある、それから持続ある砂川にし

ていくためには子育て世帯とか、あるいは生産年齢人口をふやしていかなければなりませ

んので、そういった方々にもうちょっと傾斜をしても私はいいのかなと思いますけれども、

これは担当部局の判断ではできませんけれども、市長としてここを何とかできませんか、

それについてお伺いしたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 市長。

〇市長 善岡雅文君 難しい質問でございますけれども、地方創生の中でいかに市町村が

少子化対策、定住化対策を図っていくか、それを通して地域の活性化を図っていくかとい

うのが命題になってございます。それで、昨年私もいろいろ調査しまして、砂川のある程

度の企業の中で従業員の出身別、どこから来ているかという調査を職員にしてもらいまし

たところ、従業員の６割ぐらいは砂川以外から通ってきている。それは、調べていきます

と、もともと親の家が滝川にあると、だからそこから通っていると、または滝川でアパー

トを借りて、そこから砂川に通っていると、こういう実態が結構、これは滝川に限りませ

ん、近隣からも来ておりますけれども、大部分が滝川の方が多かったのは人口割合からい

ったら恐らくそうなるであろうと。それで、その理由としては、１つは世帯向きの民間ア

パートの数が余りにも砂川には少ない。それから、砂川の単身用のアパートの単価が滝川

と比べると平均１万円ほど高い、だから、滝川から通うというような状況もございました。

これは正式なものではありませんけれども、ある程度銀行の支店長と何かいい案はないで

すかといろいろ話したことがございまして、例えば民間の企業にアパートでも建ててもら

って、利子補給を市がする、そんな方法もあるのではないですかと。ただし、市のほうで

そこはきちんと入る人に責任持つとか、ただなかなかそういう話では企業のほうは乗って

こなかったという経過もございまして、なかなか難しい問題がいっぱいあるのだろうなと

いうふうに思っておりますけれども、何とか定住対策はやっぱり図っていかなければなら

ない。それは少子化の定住と同じで、砂川の特徴を考えると家賃構成がちょっと違う。そ

れをどう解決したらいいのだろうと、ただ公営住宅では一定の限界があると、制限を公営

住宅法で受けてしまうと。しからば、そうでない方法を何とか図れないかというのは内部

に問いかけてございまして、何らかの方法、それはどうあるかというのはまた難しいとこ

ろでございますけれども、そうでもしないとなかなか定住を図る、砂川に来ていただくと

いうのは、私は企業に勤めている人が若い人だったら、砂川に来てもらって企業に通って

もらったほうが単純にいいのでないかなと、そんな方策を、いろいろと難しい面もござい

ますけれども、今具体的中身というのはいろんな方面から検討していますので、ここでお

話しするところまではいっていませんけれども、子育て世代も含めてうまく理論構成でき

るなら、そんな手法を用いないとなかなか定住化、定住化と口で言っても現実的には難し
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いので、その辺も踏まえて検討をしているところでございます。この辺でよろしいでしょ

うか。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 総合的な答弁をいただきましたけれども、地の利とかというものもいろ

いろとあると思いますので、どこにでもそういったようなものができたらいいというわけ

ではなくて、これも調査が必要なのでしょうけれども、交通の便がいいとか、あと買い物

の利便性がいいとか、そういったようなことはしっかりと考えて、もちろん考えていらっ

しゃると思いますけれども、間違いのないような政策を示していただいて、出てきた段階

で我々議会もそれをまた審議していきたいと思います。今の段階では市長はまだ、いろん

な案は持っているというようなお話で、具体的に議会に提示できるような話ではないとい

うようなことだったと私は受け取っておりますけれども、ぜひとも早急に、今でも検討さ

れていることをまとめて出していただきたいというふうに思っております。

次に、大きな３点目でありますけれども、水田フル活用ビジョンを見ると、一生懸命目

標を立てて取り組んでいくのだなということはよくわかります。主食用米はもちろんなの

ですけれども、今年度からは飼料用米も作付していくということでありますけれども、飼

料用米を直ちに人間が口にすることはありませんが、家畜がそれを餌として食べて、それ

を食べたものが消費者のところに回ってくるということであれば、それも地産地消の一つ

としてつながっていきますので、こういったような拡大というのはどんどんと、どんどん

といっても、農家の皆さんはボランティアではありませんので、きちっと利益が出るよう

な形でやっていかないといけないと思っております。ここの議会でも何度も取り上げられ

たことでありますけれども、生産だけではなかなか所得の向上にはつながってはいかない。

６次産業化と言われるように、販売、流通、マーケティング等を含めて、加工もそうです

けれども、あらゆる分野がかかわって、それで市内にお金が落ちてくると思いますし、地

元産農産品を地元だけで回すというのは非常にもったいない話だと思うのです。

せっかく砂川はお米もおいしいし、トマトやリンゴ、それからタマネギとか、ほかにも

キュウリとかいろんな野菜がありますけれども、そういったようなものを外貨を稼ぐため

に外に積極的に出していくといったようなことというのはやっていかなければならないわ

けでありますし、つい先日私がコメリさんに行ったときに、どこでもやっていることです

けれども、軽トラ市みたいなのをやっていました。これも昨日小黒議員がオアシスパーク

の利活用の話をされていましたけれども、ああいったところでもし利活用できるのであれ

ば、そういったところにこの近隣の作物を持った農家の方に来ていただくと、それでそこ

で販売しているいただく市を開いてもいいと思いますし、これはオアシスパークの話であ

りますから、ここでは直接ではないのですけれども、ただ何としても消費を拡大しようと

すると、いろんなところ、人の集まるところに人を誘導することももちろんですけれども、

今までいいものがあっても使われていなかったところにそういうことをすることによって
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人を集めるという方法もあると思いますので、ぜひともこういったようなことも検討して

いただきたいと思いますし、これに付随して、砂川は内陸のまちですから、以前も議会で

取り上げたこともあると思うのですけれども、この辺だと留萌になりますか、漁協さんと

農協さんが提携をして、お互いの産品を交換するような市を開いている自治体もあります。

ですので、そういったようなこの辺ではなかなかないような取り組みというものもこれ

からは考えていかないと、ただ生産しても生産したものをそのまま販売するだけでは大幅

な所得の向上につながりませんし、それが農家の皆さんの意欲を減退させるとか、あるい

は農家の廃業につながるということであれば非常にもったいない話でもありますので、ぜ

ひともそういうことも、砂川市が全てそういうことをやるというのもどうかという問題は

確かにありますが、経済部として地元の農協さんですとか生産農家さん、それから商業を

やられている方、あるいは工業をやられている方といろんな接点を持っていると思います

ので、金融機関も含めてそういう情報連携をするような仕組み、今ある仕組みだけではな

くて、そういう仕組みというようなことも、ＳｕＢＡＣｏもありますから、考えていって

いただきたいと思うのですけれども、その辺の考えについてだけ再質問としてお伺いいた

します。

〇議長 飯澤明彦君 経済部長。

〇経済部長 田伏清巳君 議員さんがおっしゃるとおり、砂川の農業者の皆様がつくって

いらっしゃる農産物は非常にレベルが高い農産物がたくさんとれております。先般もタマ

ネギ農家さんを回るタマネギの作況調査なんかもありましたけれども、本当に良質のタマ

ネギです。球も大きいですし、つくっている農家の方も胸を張って、うちのタマネギを見

てくださいという非常に心のこもった生産をされているなと思います。さらに、お話にあ

りましたように、生産して、その次の展開というのは販売する先をしっかり確保していか

なければならない。つまり農業も商業といいますか、起業だと思うのです。商行為だと思

います。ですから、それをトータルとして６次産業として育てていくのは非常に大事なこ

とであろうかなと思います。

一つの例としましては、砂川のある農家さんがつくっていらっしゃるトマトは、実は道

内の非常に大手のお菓子屋さんのトマトの製品の原材料になっているですとか、それから

近場でいいますと、上砂川温泉さんのお土産売り場等で砂川の農家の野菜のほうをご活用

いただいている。また、きのうですか、多比良議員のご質問でもお答えしましたけれども、

９月にハイウェイオアシス館で中空知収穫祭というのがありますが、そこにも砂川からは

農業の若手、担い手の皆様が商品を出している。また、先般新聞にも載りましたけれども、

砂川の若手後継者の方が自分のところのお米を米粉にして、さらに仲間の後継者の方とイ

タリア料理にすると、それが非常に好評なのです。まだ不確定な要素ですけれども、あの

新聞記事を見て、食堂といいますか、そちらでという興味を持った方もいらっしゃるとい

うお話もお伺いしております。したがいまして、これは農業者の皆様、さらには農協さん
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と力を合わせて砂川の農産物の消費拡大、外貨導入につなげていきたいと、今後も努力し

ていきたいというふうに考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 今答弁で米粉というお話も出ましたけれども、私も以前議会で米粉の話

をして、当時と全然状況が変わったなというふうに思っています。もちろん技術の進歩も

あるし、意識も変わった。それからあと、そういうことで取り組んでみようという意欲の

ある方々があらわれてきたということもあるのですけれども、こういった芽をもっともっ

と大きく育てていくということが大切なことだと思いますので、ぜひとも経済部としても

農業に限定せず、農業と関係するところっていっぱい出てきますので、取り組んでいって

いただきたいと思います。

次に、最後に大きな４番目の話ですけれども、実は今回この質問をするに当たって、起

業、創業支援だけではなく、質問通告をする前の段階ではここに新規就農についてという

ものもくっついていました。ただ、新規就農に関しては、いろいろと調べてみたのですけ

れども、クラウドファンディングで成功している例もあるのですが、農業というのはお金

を集めればすくできるものではありませんので、難しいというところも結構あったもので

すから今回は外しましたけれども、いろんな可能性があるのです。起業、創業だけではな

くて、もっと広い意味でいえば自治体がやる事業で予算がつかない、しかし原課の思いが

強いものであれば、資金を募って、一般の人から募ってやるというようなこともできるわ

けですから、これからどんどん、どんどん可能性が広がってくると思うのですけれども、

今こういうことを聞いて、すぐ砂川市でやりましょうとならないのはもちろんわかります。

ただ、今後の進め方として総務省も、国にお金がないものですから、こういった手法のあ

り方を推奨するような動きも出ておりますし、現段階で道内の自治体では夕張市さんがこ

ういうことに取り組んでいる。あそこはちょっと特殊な事情がありますので、篤志家の方

とかいろいろと支援をされているというのがありますけれども、ほかには大阪市さんが大

阪城の石垣を直したいと、あそこは市有財産なので、しかしそうすると市の財政から持ち

出すと大変なので、それに共感する市民の方、一般の方に募ってお金を集めるというよう

なこともやっております。

これは、そういったような活動だけではなくて本当に幅広く、自分の地域に帰って、例

えば東京とか大阪に出ている人間が地元に帰って起業したい、創業したいと、今インター

ネットがあれば世界を相手に商売できる時代でありますので。ただ、そうなると、地元で

は自分の信用、実績、担保が何もない。金融機関さんにそのままお話を持っていっても、

いいアイデアだけれども、それは難しいよねではねられてしまう。そうではなくて、その

事業計画などがしっかりしたものであれば、それに共感して、一般の方から出資を募って

事業を展開するということは地域にとっても人が張りついてくれるし、経済的な効果も出

てきますので、自治体が率先してこのプロジェクトを利用するということも一つの手法で
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もありますけれども、起業、創業でこれから何かをやりたいという方に今までだったら金

融機関を紹介しますみたいな話しかできなかったと思うのですが、そうではなくて、こう

いう手法でお金を集めることができますというようなことを、もちろんこれは自治体だけ

の判断ではできませんから、地元の金融機関さんやこういうことを専門にコンサルタント

業としてやっている業者さんもありますので、そういったところとの話し合いで、自治体

が一つのワンストップ窓口となって支援をしていくということが必要となると思います。

先ほどの産業競争力強化法による創業支援のガイドラインというのが今インターネット

上でも見られるのですけれども、ここで砂川市もその計画をつくって取り組んでいくとい

うことが先ほど答弁でありましたけれども、それからあと６月議会の総括で聞いたように、

今あるものから拡大していくというお話もありましたけれども、起業、創業の支援という

のは際限なくいろいろあってもいいと思うのです。皆さんそれぞれ背景が違いますから。

ですのでこういったクラウドファンディングということを知らない方もいらっしゃる。知

らない方に行政のほうから情報、こういうのがありますよと、行政が何かをやるのではな

くて、ありますよという情報提供をするだけでも変わりますので、創業支援計画もさるこ

とながら、さらにクラウドファンディング、あるいは今あるものの拡充を図っていくとい

うようなことについての周知をしていっていただきたいと思うのです。その周知について

も、きちっと確定した段階でないと出せないと思いますけれども、しかしながら小出しで

もいいので、決まったものは次から次へと出すような形でやっていっていただきたいと思

いますけれども、その点についてだけの答弁を求めて、最後を終わります。

〇議長 飯澤明彦君 経済部長。

〇経済部長 田伏清巳君 先般総務部のほうで主催をしてもらいました地方創生に係る意

見交換の中で、金融機関の支店長さんたちとの意見交換の場に出席をさせていただきまし

た。その際、どうでしょうかと、砂川の金融機関さんに新規に創業したいと、起業したい

というご相談はありますかと、やっぱり大小あわせればあるとおっしゃるのです。ただ、

金融機関さんいわく、実績のない方に融資をするのは非常に難しいということなのです。

結果に私どものほうへご紹介いただいて、家賃の補助ですとか、そういうような補助は私

ども持っていますけれども、私どもも融資として実績のない方に補助をするのはなかなか

難しいというところなのです。その中で、議員さんにご提言いただきましたクラウドファ

ンディングというのは、私ども存在はわかっておりました。インターネット上でご自分の

企画をプレゼンといいますか、広く周知をして、それに対して資金を募集する。それには

寄附型という、寄附するよと、頑張れよという形式もあれば、資金を集めた後に何らかの

見返りがあるという方法もある。いろんな手法があるということです。それが実はまだま

だ、使っていらっしゃる方は使っていらっしゃるのですけれども、まだまだその存在をわ

かっていらっしゃらないし、私どもも表面的にはわかっているのですけれども、まだ研究

不足といいますか、踏み込んでは勉強していなかったということでございます。今回ご質
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問、ご提言いただきましたので、経産局からも情報をいただきながら、しっかりと勉強さ

せていただいて、この手法の利点、メリットをしっかり認識した上で、創業支援を目指し

ている方への周知を意識していきたいなというふうに考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 一般質問は全て終了いたしました。

◎日程第２ 議案第９号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

〇議長 飯澤明彦君 日程第２、議案第９号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更

についてを議題とします。

議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 議案第９号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の

変更についてご説明を申し上げます。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、砂川市過疎地域自立促進市

町村計画を変更することについて議会の議決を求めるものであります。

計画の変更につきましては、過疎対策事業債が過疎地域自立促進市町村計画に基づいて

実施する事業を対象とするとされており、計画に登載されていない新たな事業を追加する

ため、変更を行うものであります。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７号の規定により、事前に北海道と協議を行った

後に議会の議決が必要とされており、このたび北海道との協議が調いましたので、計画の

変更について議会の議決を求めるものであります。

それでは、次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市過疎地域自立促進市町村

計画（案）でありますが、市道の橋梁について橋梁長寿命化修繕計画に基づき補修工事を

実施することとしたことから、「３、交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促

進」の（３）計画の表中、自立促進施策区分の「２、交通通信体系の整備、情報化及び地

域間交流の促進」の事業名、（１）市町村道に「橋りょう」を、事業内容に「橋梁長寿命

化事業」を、事業主体に「砂川市」を追加するものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第９号の質疑に入ります。

質疑ありませんか。

小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 （登壇） ただいま上程された案件なのですけれども、過疎債が借りら

れるようになるということの大前提になるのだろうと思うのですけれども、改めて橋梁長

寿命化事業、詳しくは要りません。大体どのくらいの事業になるのか、その点だけで結構

なのですけれども、質疑をしたいと思います。
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〇議長 飯澤明彦君 暫時休憩します。

休憩 午前１１時４６分

再開 午前１１時４８分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

小黒議員の質疑に対する答弁を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 大変失礼いたしました。

今回計画の変更を行います事業につきましては、６月補正で計上いたしました橋梁の長

寿命化の修繕工事に係る工事請負費３００万に相当する額につきまして、今回事業を計画

のほうに登載するということでさせていただいたところでございます。過疎計画につきま

しては本年度までの計画というふうになっておりますので、計画の登載金額につきまして

はこの事業費ということになります。

〇議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 基本的なことなのですけれども、過疎計画に盛り込んでいくというのは、

きっと今後も橋梁の長寿命化事業というのは長く続いていくものなのだろうというふうに

思うのですけれども、ここで一回認めて橋梁という部分が入ってきたら、それ以降もつな

がっていくのかなというふうに実は思っていたのですけれども、６月の補正の３００万だ

けでしかなっていかない。これから続いていく事業については、そのたびごとにこういう

変更計画が必要なのかどうかお伺いしたいと思うのですけれども。

〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 過疎計画につきましては、事業費の額が軽微なものにつきまし

ては変更ができるものでありますけれども、今回のような事業名が新たに加わるものにつ

きましては議会の議決を経てという形になっております。今回の過疎計画につきましては、

今年度までの計画でありますので、これら明年度からの計画につきましてはこのような形

で登載をされますし、今年度の事業といたしましては３００万という形になっているとこ

ろでございます。

〇議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 もう一回確認ですけれども、これから長く続く橋梁長寿命化計画の事業

についていえば、今回のこの計画の変更、また２７年度までというので、それ以降も、そ

れはそのときにまたやるということですね、つまり過疎債が橋梁長寿命化事業にずっとつ

いていくという保証ではないということなのかどうかなのですけれども。

〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 橋梁の修繕管理につきましては過疎債の対象になるということ

ですので、新たに策定する計画につきましては当初からこの事業名を登載していく考えで

ございます。
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〇議長 飯澤明彦君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第９号の質疑を終わります。

続いて、議案第９号の討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第９号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時５２分

再開 午後 ０時５９分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

市長から議案第９号における発言について、答弁の一部について訂正したいとの申し出

がありましたので、これを許可します。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 先ほどの議案第９号における小黒議員の質問に対す

る答弁で、事業費につきまして６月補正分として３００万円とご答弁申し上げましたが、

当初予算分４，０００万円についても認められますので、合計４，３００万円でありまし

たので、訂正をさせていただきます。

◎日程第３ 議案第１０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

〇議長 飯澤明彦君 日程第３、議案第１０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変

更についてを議題とします。

議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 議案第１０号 北海道市町村職員退職手当組合規約

の変更についてご説明を申し上げます。

変更の理由は、北海道市町村職員退職手当組合の構成団体である道央地区環境衛生組合、

南渡島青少年指導センター組合、西十勝消防組合、北十勝消防事務組合、東十勝消防事務

組合及び南十勝消防事務組合が解散により脱退し、新たにとかち広域消防事務組合が加入

すること及び規約を左横書きに改めることに伴い、本規約の一部を変更しようとするもの

であります。
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それでは、次ページをお開きいただきたいと存じます。北海道市町村職員退職手当組合

規約の一部を変更する規約でありますが、変更の内容につきましては３ページ、議案第１

０号附属説明資料の新旧対照表によりご説明を申し上げます。向かいまして左側が現行、

右側が変更後となっており、変更部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

別表の一部事務組合（石狩）の項中「道央地区環境衛生組合」を削り、同表の（渡島）

の項中「南渡島青少年指導センター組合」を削り、同表の（十勝）の項中「西十勝消防組

合」、「北十勝消防事務組合」及び「東十勝消防事務組合」、「南十勝消防事務組合」を

削り、北十勝２町環境衛生処理組合の下に「とかち広域消防事務組合」を加えるものであ

ります。

附則として、第１項は、この規約の施行期日の定めであり、地方自治法第２８６条第１

項の規定による総務大臣の許可の日から施行するものであります。ただし、別表の（十

勝）の項の「とかち広域消防事務組合」を加える改正規定を除く改正規定は、平成２８年

４月１日から施行するものであります。

第２項は、規約の左横書きの定めであり、変更後の規約を左横書きに改めるため、字句

などをそれぞれ改めるものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第１０号の質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１０号の質疑を終わります。

続いて、議案第１０号の討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第１０号を採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

◎日程第４ 議案第１１号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて

〇議長 飯澤明彦君 日程第４、議案第１１号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意

を求めることについてを議題とします。

議案に対する提案者の説明を求めます。
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市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） ただいま上程をいただきました砂川市教育委員会委員の

任命についての同意を求める案件でございますけれども、現委員でございます高橋仁美氏

は平成２７年９月３０日をもって任期が満了となりますので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第４条第２項の規定に基づきまして、次の者を任命いたしたいと存じます。

記名してございます住亮太郎氏にお願いいたしたいと存じますので、よろしくお願いを

いたします。

なお、履歴につきましては裏面に記載のとおりでございますので、よろしくご審議の上、

ご同意をお願いいたしたいと存じます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第１１号の質疑、討論を省略し、直ちに採決します。

本案を、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、本案は同意することに決定しました。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時０５分

〔住教育委員入場〕〔住教育委員挨拶〕〔住教育委員退場〕

再開 午後 １時０７分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を再開します。

◎日程第５ 議案第１２号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて

〇議長 飯澤明彦君 日程第５、議案第１２号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選

任につき同意を求めることについてを議題とします。

提案者の説明を求めます。

市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） ただいま上程をいただきました砂川市固定資産評価審査

委員会委員の選任についての同意を求める案件でございますけれども、現委員でございま

す藤原鉄雄氏は平成２７年９月３０日をもって任期が満了となりますので、地方税法第４

２３条第３項の規定に基づきまして、次の者を選任いたしたいと存じます。引き続きまし

て藤原鉄雄氏にお願いをしたいと存じますので、よろしくお願いいたします。

なお、履歴につきましては裏面に記載のとおりでございますので、よろしくご審議の上、

ご同意をお願いいたしたいと存じます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第１２号の質疑、討論を省略し、直ちに採決します。
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本案を、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、本案は同意することに決定しました。

◎日程第６ 議案第１３号 平成２６年度砂川市一般会計決算の認定を求めるこ

とについて

議案第１４号 平成２６年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認

定を求めることについて

議案第１５号 平成２６年度砂川市下水道事業特別会計決算の認定

を求めることについて

議案第１６号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を

求めることについて

議案第１７号 平成２６年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の

認定を求めることについて

議案第１８号 平成２６年度砂川市病院事業会計利益の処分及び決

算の認定を求めることについて

〇議長 飯澤明彦君 日程第６、議案第１３号 平成２６年度砂川市一般会計決算の認定

を求めることについて、議案第１４号 平成２６年度砂川市国民健康保険特別会計決算の

認定を求めることについて、議案第１５号 平成２６年度砂川市下水道事業特別会計決算

の認定を求めることについて、議案第１６号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計決算

の認定を求めることについて、議案第１７号 平成２６年度砂川市後期高齢者医療特別会

計決算の認定を求めることについて、議案第１８号 平成２６年度砂川市病院事業会計利

益の処分及び決算の認定を求めることについての６件を一括議題とします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 議案第１３号 平成２６年度砂川市一般会計決算の

認定を求めることについてご説明を申し上げます。

初めに、決算の概要についてご説明を申し上げます。平成２６年度各会計歳入歳出決算

書の３ページをお開きいただきたいと存じます。一般会計の歳入総額は１２２億７，９２

４万８，３６３円、歳出総額は１１９億１，９１６万９，３５７円で、差し引き３億６，

００７万９，００６円の剰余金を生じる決算となったところであります。

次に、歳入の構成比を見ますと、自主財源は全体の３３．３％で前年比１．６ポイント

の増、依存財源は６６．７％で前年比１．６ポイントの減となったところであります。な

お、自主財源及び依存財源の主な内訳は記載のとおりでありますが、２７７ページに決算

の財源推移として資料を添付しておりますので、後ほどご高覧をいただきたいと存じます。
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次に、歳入決算額の対前年度比較でありますが、３ページの市税から４ページの市債ま

で主な増減理由を付して記載をしておりますので、内容につきましては説明を省略させて

いただきますが、全体的に申し上げますと、固定資産税の増などによる市税の増、税率の

引き上げによる地方消費税交付金の増、ふるさと納税などによる寄附金の増のほか、配当

割交付金、道支出金、繰越金、諸収入などが増加となったところでありますが、税率の引

き下げによる自動車取得税交付金の減、普通交付税などの減による地方交付税の減、臨時

福祉給付金給付事業費補助金の増はありましたが、石山団地建設事業、総合体育館耐震改

修等事業に係る社会資本整備総合交付金事業費補助金、国の緊急経済対策に伴う地域の元

気臨時交付金事業費補助金などの国庫支出金の減、土地売り払いの減などによる財産収入

の減のほか、地方譲与税、使用料及び手数料、繰入金などが減少となり、歳入総額では前

年度と比較して８，６３３万３，６６０円の増となったところであります。

次に、歳出決算額の対前年度比較、性質別でありますが、４ページの人件費から５ペー

ジの普通建設事業費まで主な増減理由を付して記載しておりますので、内容につきまして

は説明を省略させていただきますが、全体的に申し上げますと、商店街街路灯設置費、企

業振興促進補助金の減はありましたが、砂川地区保健衛生組合負担金、臨時福祉給付金、

子育て世帯臨時特例給付金、農業基盤整備促進事業補助金、砂川振興公社損失補償金など

の増による補助費等の増、財政調整基金積立金の増による積立金の増のほか、人件費、維

持補修費の増などにより増加となったところでありますが、戸籍の電算化に伴う委託料な

どの物件費の減、総合体育館耐震改修等事業などの増はありましたが、石山団地建設事業

の減などによる普通建設事業費の減、元金償還金の減による公債費の減のほか、出資金が

減少となり、歳出総額では前年度と比較して２億２，４１２万６８２円の増となったとこ

ろであります。なお、２７８ページに歳出性質別決算の推移として資料を添付しておりま

すので、そちらも後ほどご高覧をいただきたいと存じます。

次に、５ページの主な財政分析指標の推移でありますが、初めに経常収支比率でありま

すが、毎年度経常的に収入され、かつその使途が制限されない市税、地方譲与税、普通交

付税などの一般財源が、経常的に支出する人件費、物件費、公債費などの経費にどの程度

充当されているかを示したものであり、この率が高いほど財政の弾力性が乏しいことにな

り、２６年度は２５年度と比較して１．６ポイント減の８１．４％となったところであり

ます。

次に、財政力指数でありますが、普通交付税算定における基準財政需要額に対する基準

財政収入額の割合の３カ年間の平均値を示したものであり、この率が１００％に近いほど

普通交付税の交付率が低く、普通交付税算定上の留保財源が多いことになり、財源に余裕

があるということになりますが、２６年度は２５年度と比較して０．１ポイント減の３０．

１％となったところであります。

次に、公債費比率でありますが、この率は一般財源の標準的な大きさを示す標準財政規
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模から災害復旧費等として普通交付税に算入された公債費を除いた額に対する地方債の元

利償還金から、元利償還金に充当した特定財源と災害復旧費等として普通交付税の基準財

政需要額に算入された公債費を除いた額の割合であり、地方債発行規模の妥当性を判断す

るための指標として、この率が高いほど公債費の負担が重く、財政構造が硬直化している

と判断されるものでありますが、２６年度は２５年度と比較して公債費の減少などにより

１．８ポイント減の１１．２％となったところであります。

また、起債制限比率でありますが、先ほどの公債費比率の積算額から基準財政需要額に

算入された事業費補正の公債費をそれぞれ除いた額に対する割合の過去３カ年の平均値で

あり、２６年度は２５年度と比較して公債費の減少などにより１．８ポイント減の９．１

％となったところであります。

以上、平成２６年度一般会計決算の概要について申し上げましたが、６ページから１３

ページには一般会計歳入歳出決算書、１４ページから１７ページには一般会計歳入歳出款

別決算内訳書、１８ページから２７３ページには予算書に基づく一般会計歳入歳出決算事

項別明細書、２７４ページには実質収支に関する調書、２７５ページから２９１ページに

は各表に基づく一般会計決算説明書、５１９ページから５２５ページには財産に関する調

書を添付しておりますので、ご高覧をいただき、よろしくご審議を賜りますようお願い申

し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から議案第１４号、議案第１６号、議案第１７号

についてご説明申し上げます。

初めに、議案第１４号 平成２６年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定を求める

ことについてご説明申し上げます。

決算書の２９２ページをお開きいただきたいと存じます。決算の概要でありますが、初

めに一般概要について申し上げます。平成２６年度の財政運営は、財政健全化に対処する

ことを基本として保険税の税率を据え置いて運営したところであります。昨年に引き続き、

経営姿勢が認められ、特別調整交付金１，９００万円の交付があったところであります。

給付状況では、一般分の療養給付費で１４億６５５万７，９９８円、高額療養費で２億６

６０万１，６７７円、退職者の療養給付費で９，２１０万２５５円、高額療養費で１，４

７０万６１円となり、保険給付費全体では前年度に比べ１．０％の増となったところであ

ります。なお、歳入総額２４億９，４５４万１，９６２円に対し、歳出総額２４億９，１

６８万４，０１０円となり、差し引き２８５万７，９５２円を翌年度に繰り越したところ

であります。

歳入につきましては、保険税の収入合計は３億２，８９４万６，３９０円で、前年度に

比べ２，０４６万３，０４４円の減となっておりますが、現年度分収入率は９７．２％で、

前年度に比べ０．４％の増となったところであります。歳入総額に対する構成比は１３．
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２％となり、前年度に比べ０．９％の減となっており、１世帯当たりの納税額は１１万２，

６５１円となったところであります。国庫支出金の収入済額は５億４，９９５万２，４１

８円となり、構成比は２２．１％と前年度に比べ１．８％の減となったところであります。

療養給付費交付金は１億３，３２８万１，０００円、前期高齢者交付金は８億８，５２８

万４，２８７円で構成比が３５．５％と一番高く、一般会計繰入金は１億８，１７０万５

３５円、共同事業交付金２億９，４４８万５，０２４円、道支出金１億１，７９３万７，

３５２円と諸収入等を加えた歳入総額は２４億９，４５４万１，９６２円となり、前年度

決算額と比較して９３０万３，１２１円の増となったところであります。

歳出につきましては、総務費は５，８８９万２，４４１円、保険給付費は１７億３，５

７９万２，２３５円で、前年度に比べ１，７１８万５，３０４円の増となり、構成比が６

９．７％と一番高く、後期高齢者支援金等は２億４，６１６万９，９１８円、介護納付金

は９，８０５万４９９円であります。その他、共同事業拠出金２億９，０１５万１，２９

９円、保健事業費１，６３１万６，９２９円、諸支出金等を加えた歳出総額は２４億９，

１６８万４，０１０円となり、前年度決算額と比較して１９３万１，６４７円の増となっ

たところであります。

２９３ページ以降は決算書、款別決算内訳書、決算事項別明細書及び実質収支に関する

調書であり、３７１ページには関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、よろ

しくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１６号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を求める

ことについてご説明申し上げます。

決算書の４１５ページをお開きいただきたいと存じます。決算の概要でありますが、初

めに一般概要について申し上げます。平成２６年度の財政運営は、介護保険事業を円滑に

実施することを基本として運営に当たり、歳出総額１７億１８０万２，１９６円で、歳入

総額は１７億２，２４３万７，０５１円となり、差引額は２，０６３万４，８５５円で、

その内訳は国庫負担金等の過交付２，０５４万６，６５５円、保険料の還付未済８万８，

２００円によるものであります。なお、過交付及び還付未済となったものは、翌年度にお

いて返還及び還付するものであります。

歳入につきましては、第１号被保険者保険料は２億９，５２９万２，９７８円、国庫支

出金は４億３，３０８万８，０９８円、道支出金は２億７，２３４万９，９２５円、支払

基金交付金は４億７，４４０万４，４２３円、繰入金は２億３，４２６万８，６９０円、

繰越金は９４０万４，８５５円、これに分担金及び負担金２９３万８，８００円、財産収

入５６万１，７３３円、諸収入１２万７，５４９円を加えた歳入総額は１７億２，２４３

万７，０５１円となり、前年度決算額と比較して９，１６７万９０２円の増となったとこ

ろであります。

歳出につきましては、総務費は１，６９６万９，０７７円、保険給付費は１６億２６４
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万３，７３４円、地域支援事業費は６，３６１万５，８１２円、諸支出金は９６３万８，

２５５円、これに基金積立金８７３万５，３１８円、公債費２０万円を加え、歳出総額は

１７億１８０万２，１９６円となり、前年度決算額と比較し８，０４４万９０２円の増と

なったところであります。

なお、４１６ページ以降は決算書、款別決算内訳書、決算事項別明細書及び実質収支に

関する調書であり、４８５ページには関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１７号 平成２６年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認定を

求めることについてご説明申し上げます。

決算書の４８６ページをお開きいただきたいと存じます。決算の概要でありますが、初

めに一般概要について申し上げます。平成２６年度の財政運営は、後期高齢者医療制度を

円滑に実施することを基本として運営に当たり、歳出総額は５億３，２２２万２，０７０

円、歳入総額は５億３，２４２万１，７７０円となり、差し引き１９万９，７００円を翌

年度へ繰り越したところであります。

歳入につきましては、後期高齢者医療保険料２億１，５８９万６，９００円で、現年度

分の収入率は１００％で、前年度に比べ０．１％増となり、歳入総額に対する構成比４０．

６％となったところであります。一般会計繰入金は３億１，３５７万９８５円、その他、

繰越金２１万８，７３５円、後期高齢者医療広域連合交付金２１万６，８３０円と諸収入

２５１万８，３２０円を加えた歳入総額は５億３，２４２万１，７７０円となり、前年度

決算額と比較して１，７８３万９，６４６円の減となったところであります。

歳出につきましては、総務費１６８万８，４７６円、後期高齢者医療広域連合納付金の

うち療養給付費は２億３，４８０万９，８９３円で、前年度に比べ２，８９２万１，１９

９円、１１．０％の減となり、事務費分４３８万４，０００円、保険料分２億１，５９１

万５，９３５円、保険基盤安定分７，２７５万３３７円を加えた総額は５億２，７８６万

１６５円となり、前年度に比べ１，７７５万２，４３３円の減となったところであります。

その他、保健事業費２４４万７，３２９円と諸支出金２２万６，１００円を加えた歳出総

額は５億３，２２２万２，０７０円となり、前年度決算額と比較して１，７８２万６１１

円の減となったところであります。

４８７ページ以降は決算書、款別決算内訳書、事項別明細書及び実質収支に関する調書

であり、５１８ページには関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、よろしく

ご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 （登壇） 議案第１５号 平成２６年度砂川市下水道事業特別

会計決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。

決算書の３７２ページ、決算の概要をごらんいただきたいと存じます。初めに、一般概
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要でありますが、平成２６年度の公共下水道整備事業は、長寿命化計画に基づき、ポンプ

所２カ所及び雨水管２カ所の改築整備を行ったところであります。平成２６年度末の下水

道普及率は９３．１％、水洗化率は９７．９％で、下水道水洗化の普及促進を図りながら

下水道施設の効率的な活用に努めてきたところであります。また、個別排水処理施設整備

事業は、平成８年度から事業に着手し、生活排水の適正な処理を図るため合併処理浄化槽

の普及に努めてまいりましたが、平成２６年度末現在で１５０基を設置したところであり

ます。平成２６年度の収支でありますが、歳入総額７億８，８６８万４，１３９円に対し、

歳出総額７億８，７９９万８８４円となり、差し引き６９万３，２５５円を翌年度へ繰り

越すものであります。

次に、歳入でありますが、分担金及び負担金は２８９万６，５４０円、使用料及び手数

料は３億９，１４７万５，５６２円、国庫支出金は２，１６５万４，０００円、繰入金は

１億５，００８万１，０００円、諸収入は４００万５，１６１円、市債は２億１，８２０

万円、前年度繰越金は３０万５，９９６円、財産収入は６万５，８８０円で、歳入総額は

７億８，８６８万４，１３９円となり、前年度決算額と比較して１億６，３０５万８７１

円の減となったところであります。

次に、歳出でありますが、下水道費は２億１，２２１万９５４円、個別排水処理事業費

は１，４４０万９，４６７円、公債費は５億６，１２６万８，６９１円、諸支出金は１０

万１，７７２円で、歳出総額は７億８，７９９万８８４円となり、前年度決算額と比較し

て１億６，３４３万８，１３０円の減となったところであります。

以下、３７３ページから４１４ページまでは関連する調書でありますので、お目通しを

いただき、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 （登壇） 議案第１８号 平成２６年度砂川市病院事業会

計利益の処分及び決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。

初めに、利益の処分でございますが、病院事業会計決算書の１２ページをごらんいただ

きたいと存じます。平成２６年度末における未処理欠損金５２億３，０５０万５，８２４

円に対しまして、従前から議会の議決を経て積み立てていた建設改良積立金から６，４８

８万６，７６０円を繰り入れしようとするものであります。これは、決算書２２ページの

資本的収入及び支出明細書のうち、建設改良事業に係る収支について、支出の部、１項建

設改良費、税込み２億７，２００万４，３０７円から収入の部、１項企業債１億９，０５

０万円並びに３項補助金１，６６１万７，５４７円を差し引いた額６，４８８万６，７６

０円が不足するものであり、この不足する額を決算書１５ページ、貸借対照表上、資本の

部、７、剰余金、建設改良積立金１２億６，７７１万円から当年度未処理欠損金へ繰り入

れ、当年度未処理欠損金の残高を５１億６，５６１万９，０６４円とするものであります。

なお、この処分につきましては、現金を伴わない非資金の処分であります。
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次に、決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。平成２６年度病院事業会

計決算書の２７ページをごらんいただきたいと存じます。平成２６年度につきましては、

急速に変化する医療環境や多様化するニーズなどへ迅速に対応するため、経営形態を地方

公営企業法の一部適用から全部適用へ移行するとともに、病院事業管理者を設置し、経営

管理機能の強化を図ってまいりました。経営面につきましては、収益では４月に診療報酬

改定が行われ、消費税増税分を除くと実質マイナス改定となり、さらには患者数の減少に

伴い、診療収益が伸び悩んだところであります。費用では、地方公営企業会計制度の見直

しや消費税増税が大きく影響したことから増大しており、経営は引き続き大変厳しい状況

にあります。こうした中、経営改善を目的とした職員ヒアリングや診療収益増収に向けた

プロジェクトを立ち上げるなど、経営の健全化に向けて取り組んできたところであります。

診療体制整備につきましては、医療スタッフの確保に努めながら、１１月には急性期経過

後に引き続き入院医療を要する状態に相当する患者さんを対象とした地域包括ケア病棟を

道内の自治体病院としては初めて開設し、この地域に不足していた医療への対応を図って

まいりました。また、地域包括ケアシステムを推進するため、地域で在宅介護ケアを考え

る会を開催し、関係機関との連携や情報共有化のための協議を進めたところであります。

それでは、まず患者数でありますが、入院患者数は１３万５，８４１人で、前年に比べ

２，９９２人の減となり、外来患者数は２６万３，０２６人で、前年と比べ１，９３５人

の減となりました。次に、収益的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、収益

的収入は１１６億５，５４８万２，０００円で、前年より６，４１６万４，０００円の減

で、収益的支出は１４３億６，９９０万５，０００円で、前年より１９億５，５３９万４，

０００円の増となり、収支差し引き２７億１，４４２万３，０００円の純損失となりまし

た。次に、資本的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、資本的収入は５億５，

２５２万３，０００円で、内訳は建設改良に充てる企業債１億９，０５０万円、投資償還

金８２１万６，０００円、道補助金１，６６１万７，０００円、一般会計出資金３億２，

３４５万７，０００円、寄附金１，３７３万３，０００円であります。資本的支出は１１

億３，８１６万２，０００円で、内訳は資産購入費２億７，１４５万８，０００円、企業

債償還金８億５，７３４万３，０００円、投資９３６万１，０００円であります。なお、

企業債未償還残高は１５３億５，９４３万９，０００円となっております。

２８ページから３６ページまでは関連資料となっておりますので、ご高覧いただき、よ

ろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で各議案に対する提案説明を終わります。

続いて、監査委員から監査意見の開陳を求めます。

監査委員。

〇監査委員 奥山 昭君 （登壇） 地方自治法第２３３条第２項、同法第２４１条第５

項及び地方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付された平成２６年度一般会計、
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特別会計及び病院事業会計決算並びに基金運用状況の審査概要についてご報告申し上げま

す。

審査意見書の１ページをごらんください。審査の方法は、提出された各会計の決算書及

び決算附属書類並びに基金運用状況調書に基づき、計数の正確性、適法性、予算執行の適

否等を主眼として審査を行った結果、決算書及び附属書類は関係法令に基づいて作成され、

計数は正確で適切に処理されており、財産の管理状況も適正に行われていることを認めた

ところであります。

２ページ目の総括決算概要を申し上げますと、一般会計で歳入総額１２２億７，９２４

万８，３６３円、歳出総額１１９億１，９１６万９，３５７円で、歳入歳出差し引き３億

６，００７万９，００６円の剰余金を生じた決算となっております。特別会計では、国民

健康保険特別会計で２８５万７，９５２円、下水道事業特別会計で６９万３，２５５円、

介護保険特別会計で２，０６３万４，８５５円、後期高齢者医療特別会計で１９万９，７

００円の剰余金を計上する決算となっております。

病院事業会計は、砂川市公営企業会計決算審査意見書４ページの３、経営状況について

をごらんいただきたいと存じます。平成２６年度は、事業収益１１６億５，５４８万１，

５９２円に対し、事業費用１４３億６，９９０万５，０８０円で、差し引き２７億１，４

４２万３，４８８円の純損失となっております。

一般会計及び特別会計には住民目線に立ち、効率的な行政運営と適正で健全な財政運営

がなされることを望むとともに、病院事業会計は患者目線に立った医療行為と経営改善に

対する特段の努力を期待し、報告といたします。

〇議長 飯澤明彦君 これより各議案に対する総括質疑を行います。

初めに、議案第１３号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

武田圭介議員。

〇武田圭介議員 （登壇） それでは、議案第１３号についての総括質疑を行います。

まず最初に、平成２６年度一般会計決算全般にわたり、総論的な話を伺います。自治体

が何か事業を行う際に、お金は欠かせません。国にお金が潤沢にあり、自治体が国からお

金をもらい、新規事業を次から次へと起こし、予算も湯水のごとく使える時代ではありま

せん。何よりも、持続あるとか、活力があるとか、よく耳にしたり目にするスローガンが

うそにならないよう、本当にこれからも地域住民が安心して暮らしていけるような施策を

実践していくためには、自主財源の確保策などをしっかりと考えていかなければなりませ

ん。砂川市に限らず、多くの地方自治体は国からの依存財源の割合が高い状態が続いてい

ます。国の財政難は今に始まったことではありませんが、そうなると国から交付される地

方交付税等にも影響が出てきます。平成２６年度の決算書を見ますと、毎年砂川市の財政

力指数が低下しています。財政担当の努力や原課の協力があって毎年度の予算執行がなさ
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れていますが、平成２６年度はゴルフ場を廃止するなど大きな決断に迫られた年でもあり

ます。また、第６期総合計画の第２次実施計画が平成２６年度よりスタートしております

が、今のところは財政推計にほぼ準じて財政運営がなされています。しかし、国の地方財

政計画の動向など、外的要因によりこれらの推計にずれが生じないとも限りません。決算

は予算と対をなす大事な会計上の指標です。平成２６年度決算を踏まえて、今後の財政の

見通し、依存財源にかわる自主財源の新規確保策、財政力指数の低下など、財政を健全に

運営していくための課題は山積していますが、まちのかじ取り役として市長はどのように

考えているのか伺います。

次に、歳入について大きく３点伺います。１点目は、決算によりますと税収入が当初の

予算見込みよりも約６，５００万円ほどふえましたが、このふえた要因について。２点目

に、使用料及び手数料について全体で約１，３００万円ほどの落ち込みが見られ、当初予

算見込みとの差が生じておりますが、その要因について。３点目に、市債発行が当初予算

見込みと比べて約２億５，０００万円近く増加していますが、その中身と要因について。

次に、歳出ですが、１点のみ総括質疑でお伺いいたします。扶助費全体では増加してい

るものの、生活保護費の減額幅が大きくあらわれています。これに関連して、平成２６年

７月１日に生活保護法が改正されたところでありますが、この改正は不正受給などに対し

て厳格な対応をするようにしたものであると理解しております。しかし、自治体の中には

この改正を奇貨として生活保護そのものの抑制に使う自治体も全国の自治体の中には見ら

れたということも仄聞しております。このたびの決算を受けて、砂川市の減額はこの法改

正の影響があったこともその要因となっているのかについて伺います。

以上のことを演壇からお伺いいたしまして、一般会計決算についての総括質疑の初回と

いたします。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員の１回目の総括質疑に対する答弁は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午後 １時４８分

再開 午後 １時５８分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

武田圭介議員の総括質疑に対する答弁を求めます。

市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） それでは、私のほうから財政力指数の低下の問題と、そ

れから２６年度の予算執行、それに伴う財源見通し等を含めて、ちょっと大くくりになり

ますけれども、ご答弁を申し上げたいと思います。

まず、財政力指数の低下でございます。一般的には、ちょっと難しい話になりますけれ

ども、基準財政収入額を基準財政需要額で割った数字が財政力指数でございまして、砂川

の規模における標準的な収入額、それから支出額、これを割り返したものでございますけ
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れども、これが砂川市は０．３２５でしたか、そのぐらいの数字だと思いますけれども、

若干低くなっていく傾向がございます。いろんな要因があるのですけれども、一応目安と

して見ていただく数字でございまして、これが１以上あれば不交付団体で、財源的に不自

由をしていないと、数字が低くなるほど自主財源が少ないと、こういう目安でございます

けれども、落ちてきている要因につきましては、砂川はちょっと特殊でございまして、人

口規模に見合わないというか、大きな市立病院を建設したということで、そこには過疎債

が入ってきましたけれども、その元金償還が始まった。その元金償還の分が基準財政需要

額に入ってくる。いわゆる分母が大きくなって、財政力指数がそれに比例して落ちてくる

と、こういう状況でございまして、償還がどんどん、二十七、八年が計画ではピークでし

たので、それが減っていくことによって分母も小さくなるので、ほかの要因が何も変わら

ないと仮定すると、財政力指数は少しずつ上がっていくと、こういうようなことになって

ございまして、砂川の場合は財政規模から比べるとすごく大きな病院があることが影響し

ていることで、病院がその償還額をきちんと返している限りにおいては影響がないという

ように捉えているところでございます。

それから、２６年度の事業の執行でございますけれども、細かく全ての事業を言うとい

うことにはなりませんけれども、総合体育館の耐震化なり、それからスマートインターチ

ェンジの２６年分の事業とか、道路事業は３億程度でしたか、それからゴルフ場廃止に伴

う振興公社の損失補償分だとか、単独事業ではまごころ商品券も砂川市単独でやったり、

それから歳入の確保のほうでは定住自立圏を中心市、滝川と一緒になって宣言をすること

によってある程度の歳入を確保したということで、２６年度の決算の中では財政調整基金

に繰り入れたのが持ち出しよりも２億９，５００万ほど財政調整基金に積み立てることが、

これは結果論に近いところもありますけれども、なかなか正確に見込めないのですけれど

も、３億近い数字を財政調整基金に積み立てることができまして、財政調整基金の総額は

２１億ですか、２１億ほどになりまして、総体のまちづくり基金だとか社会福祉事業基金

を含めると２４億ほどの確保ができたというところでございます。また、平成１８年です

か、砂川市の実質公債費比率２４．８と、２５以上いくと一部起債の手続が面倒くさくな

るという、そのぎりぎりのところまで１８年度に追い込まれまして、何とかこれを、議会

のほうからも言われまして、落としていけということで、起債の償還なり借換債を借りな

がら、努力して今１２．９ぐらいまで落とすことが何とかできたところでございます。１

２．９で計画どおり数字は落としたのですけれども、まだ道内の中ではベストテンぐらい

にいるということで、もともと砂川の借金の額が多かったというのがございますけれども、

一応２４．８という非常に危険なところから１２．９までは何とか落としてくることがで

きたところでございます。

それで、財源も含めてトータルの見通しでございますけれども、まず市長として気にな

るのは、事業実施と財源の確保と両立しなければならないと、今砂川が置かれている状況
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はどういう状況にあるのかということも踏まえますけれども、国の動向を読んでいかなけ

ればならないと。それで、あと２年後ですね。

〔何事か呼ぶ者あり〕

総体で話ししないとならないものですから、消費税があと２年後に上がることになると。

１０％になると。地方としては、消費税を引き上げるのは全国市長会としては引き上げに

反対はしていないと、地方の財源を確保しなければならないということですけれども、８

％までいきましたけれども、１０％に持っていくのはちょっとおくれたと、その分の影響

が違うところで、いわゆる社会保障費のほうの財源で不足するというような状況から、そ

のしわ寄せは地方のほうに来ているという現状がございます。今の国の超高齢化社会の中

においては、社会保障費が黙っていても毎年１兆円以上ふえていくと言われておりまして、

これを賄うには消費税率は最低でも１５％ないと今の社会保障費は賄えないというのが一

般的に言われていることでございますけれども、消費税が１５％まで上がるのかといった

ら、恐らく今の経済状況では上げるのは難しいだろうと。

国の総体の予算を見ますと、これは平成２６年度の予算を見ますと社会保障費と公債費、

公債費というのは赤字国債の償還分です。これと地方交付税、この３つだけで国の予算の

７０％を占めていると。ですから、消費税がそれ以上上がらないということは、将来的に

は歳出のほうの削減に向かってくるだろうと。ただ、地方交付税につきましては、国のほ

うの方針として２０１８年度までは、一般財源総額は１５年度と同じものを確保すると言

っていますので、２０１８年まではある程度交付税も含めた一般財源総額は守られますの

で、予算編成にそんなに大きな支障を起こすことはないというふうに見ておりますけれど

も、社会保障費がふえていくので、財務省が今言っているのは地方交付税に手をつけろと、

それからもう一つは、社会保障費に手をつけなさいと。社会保障費に手をつけるというこ

とは、昨年診療報酬が削減されましたので、おととしですか、昨年の２６年度決算では市

立病院も、これは全国的にそうなのですけれども、診療報酬の低下によって市立病院の経

営にすごく影響を及ぼした。これは全国そうですけれども、優良と言われる砂川の市立病

院も赤字の要因はほぼ診療報酬を下げたことによる影響でございまして、また今度見直し

がありますけれども、そのときにも診療報酬を下げるのでないかというふうに言われてき

て、地方交付税と社会保障費には手がついてくるだろうと、それも見込みながら財政運営

を、私は事業実施と財政規律を両立しなければならないと、そういう立場にございますの

で、基金をどんどん減らして、いざというときに対応できないということはやっぱりまず

いだろうと、ある程度持ちながら事業もしなければならないし、国の動向を見ながら、今

どうなっていくのだというのを見ながら財政運営をしていかなければならない、そういう

立場にございますので、２６年度を見ますとある程度それについては基金の確保もしなが

ら事業もやってきたと、そういうふうに理解をしているところでございます。

ちょっと大ざっぱになりましたけれども、ご理解をいただきたいというふうに思います。
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〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 私のほうから歳入についてご答弁を申し上げます。

初めに、税収入が当初より約６，５００万円ふえた要因についてでありますが、主な要

因につきましては、調定額の増額と収納率の向上によるものとなっており、市民税と固定

資産税の税目で顕著となっているところであります。市民税における増額要因といたしま

しては、個人市民税の現年課税分の当初予算において、所得割の前年度比や納税義務者の

減少率等をもとに減少するものと見込み、計上したところでありますが、所得割額が約８

００万円増額となったものであります。法人市民税においては、現年課税分について過年

度分の修正申告がなされたことなどに伴い、税額が約４００万円増額となったものであり

ます。また、収納率が向上したことにより、約１，０００万円増額となったものでありま

す。こうした要因により、市民税全体では当初予算に比べ約２，２００万円の増となった

ところであります。固定資産税の増額要因といたしましては、現年課税分の当初予算にお

いて償却資産について一般法人を対前年比約１．５％の減少、大法人は約５％程度減少す

るものと見込み、計上したところでありますが、一部企業における設備投資の活発化によ

る償却資産の増加、償却資産の修正申告によるもの、操業開始のおくれによる過疎地域自

立促進法に基づく家屋と償却資産の課税免除の適用年度の１年先送りなどにより、税額が

約２，８００万円増額となったものであります。また、収納率が向上したことにより、約

１，６００万円増額となったものであり、固定資産税において約４，４００万円の増額と

なったものであります。以上の要因などにより、税収入は当初予算より約６，５００万円

の増加となったものであります。

続きまして、使用料、手数料の当初予算から１，３００万円減となった主な要因につい

てでありますが、市営住宅使用料が入居者の収入減などによる４９７万６，０６６円の減、

市営住宅駐車場使用料が駐車場利用台数の減による１０４万２，３３８円の減、指定ごみ

袋等処理手数料が消費税増税前に指定ごみ袋の購入が集中したことなどによる４５４万２，

６４０円の減、さらに総合体育館及び海洋センターの体育施設使用料が平成２６年９月１

日から使用料を見直したことなどによる１９０万６，７６０円の減などが主な要因であり

ます。

最後になります。市債発行が当初と比べまして２億５，０００万円ほど増加している要

因でありますが、当初予算１０億１，８８０万円に対し、発行額は１２億６，５００万円

となり、２億４，６２０万円が増額となっておりますが、過疎対策事業債のうち、基準財

政需要額と財政力指数から算出したものが基本限度額となる過疎地域自立促進特別事業分、

いわゆるソフト分において限度超過分が認められたことによる８，８８０万円の増のほか、

事業費追加による砂川ＳＡスマートインターチェンジ線新設事業分が２，３００万円の増、

国庫補助金減などによる総合体育館耐震改修事業分が８，６３０万円の増、臨時財政対策

債の確定分として１，４６０万円の増、平成２５年度からの繰越明許事業で平成２６年度
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の発行となり、予算に計上されていない宮川中央団地長寿命化改善事業分４，２２０万円

などが主な増加の要因となっているところであります。

〇議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から歳出についてご答弁を申し上げます。

扶助費の増加に対し、生活保護費が減少していることについてご答弁を申し上げます。

平成２６年度の生活保護費につきましては、対前年度比３，３９１万６，１７１円の減と

なったところでありますが、その要因としましては、住宅扶助や教育扶助等でふえた扶助

費があったものの、医療扶助の３，６２６万７０１円の減が大きく影響し、生活保護費に

減少が生じたものであります。医療扶助が減少した主な理由としましては、医療扶助の受

給人数が月平均で平成２５年度の２５９人から平成２６年度は２５６人となり、３人の減

となったほか、１人当たりの医療扶助額も平成２５年度の９万８，０６４円から平成２６

年度は８万７，３８９円となり、１万６７５円の減となっており、被保護人員の減少等に

伴う受診の回数の減や手術等の高額な医療措置の機会が減ったことなどが考えられるとこ

ろであります。また、平成２６年７月１日の生活保護法改正に伴う影響につきましては、

法の改正により就労による自立の促進、不正需給対策の強化、医療扶助の適正化等を行う

ための所要の措置が講じられ、本市におきましても就労自立給付金事業や不正受給防止等

の取り組みを行ってまいりましたが、法改正による影響は少ないものと考えております。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 今ほど総括で市長の思いも述べられましたけれども、決算ですから、我

々議員もどちらかというと予算に注目しがちですけれども、予算と決算は対をなすもので

すので、ほかの自治体を例に出すのも変なのですけれども、普通は決算の総括って今回の

ように市長に総論的な話をしていただくというのはこれからもできればやっていただきた

いなというふうに思っております。

市長がいろいろと思いも述べられておりましたけれども、確かに国の動向によって自治

体裁量ではどうにもならないところっていっぱいあると思います。その中で財政担当の皆

さんもいろいろと苦心をしながら、それから原課の皆さんも事業等についても縮小をした

り、時には廃止をしたりしながらも一生懸命財政の運営をしているわけでありますから、

ここは何度も同じことになってしまうのですけれども、国の動向というものに配慮しなが

ら、ぜひとも柔軟に財政運営に当たっては、毎年度、毎年度決算が出ますから、その決算

を踏まえて、次年度の予算編成等を含めて歳入の確保策についても自主財源が少しでも上

がるようにということに取り組んでいっていただきたいと思います。先ほどのお話ですと、

病院のほうの償還がしっかりしていけばうちは財政力指数はまだ上がっていく要因がある

のかなというふうにも受け取りましたので、財政力指数が上がっていくと自治体裁量でで

きる事業等もふえてくるのかなと思いますので、その辺もぜひとも連動してしっかり注視

して運営に当たっていただきたいと思います。
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今ほど歳入のところで答弁もいただいたのですけれども、いろんな税金の収入がふえた

ということの要因について伺いましたが、２つ、固定資産税と、それから個人市民税、法

人市民税の話がありましたけれども、確かに収納率が皆さんの努力で上がったことによっ

て随分と税収がふえたということであります。当然何か事業を行うに当たっては税収を確

保していくということはもちろんですけれども、税金の使途も公平に使われなければなり

ませんけれども、税金の徴収も同じように公平に徴収しなければならないといった中で、

この決算を見て当初の見込みよりも収納率が向上したということは、当然担当の方々の努

力ということもあると思います。収納率をずっと高いままで維持していくということは、

行政にとってはもちろん必要なことでありますけれども、ただ税金を納める側の立場から

すれば、やはり経済状態というようなものも影響してくると思いますので、この収納率を

さらに向上していっていただきたいとともに、自治体ができる支援の取り組みの中で市内

の景気もよくしていかなければ税収の向上にもつながっていきませんので、その辺につい

ても収納率の向上とあわせてセットで考えるようにしていただきたいと思うのですけれど

も、税金は総務系で経済対策は経済系というような縦割りの分かれ方があると思うのです

が、そうではなくて一連のものとして考えていただきたいと思いますので、そこの点につ

いて、収納率の向上とあわせてその点についてどうお考えになるかということを再質疑と

してお伺いしたいと思います。

それから、使用料、手数料についてのお話ですけれども、事細かにいろいろと答弁をい

ただきました。しかし、その中で一番要因が大きいのは公営住宅の数が多いものですから、

そこの使用料の比率が大きいのかなと。ここも入居者減というようなお話でありましたけ

れども、ここに人が入っていただくとそういったような収入もふえてくるわけですから、

先ほど一般質問の中でも、要件を緩和等したりして公営住宅の入居というのも待機なく入

れるような状況にあるというようなこともありましたので、こちらのほうもしっかりとあ

いている住宅に人が入ってもらえるような周知のあり方とかＰＲをしていかないと、この

手数料とか使用料の減というところに歯どめがかからないのかなというふうに思います。

ただあけておいてもあけなくてもメンテナンスに係る経費は同じだと思いますので、むし

ろそれだったら使っていただいたほうがいいと思いますので、その辺についてのこの決算

を踏まえての取り組みということについてお伺いいたしたいと思います。

それから、市債の発行についての当初予算に宮川中央団地のほうが確かにのっていなか

ったので、非常に疑問に思っていたのですけれども、今ほどの答弁でわかりました。この

点については理解したので、再質疑はいたしません。

それから、歳出についてですけれども、生活保護費の関係で人数的には昨年度に比べて

３人の減ということでしたが、金額的に随分と落ちていると、約１万円近く落ちておりま

すけれども、国は確かにいろんなことで歳出を抑制しようということで、例えば生活保護

を受給している方にジェネリック医薬品を推奨したりとかというような対策をしていると
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いうようなこともありますが、先ほど答弁の中で法改正によって砂川市の生活保護費の額

が減額した影響は出ていないというようなお話もありましたが、そうはいっても生活保護

費というのは砂川市も４分の１負担をしておりますけれども、国からの影響というものも

強いですし、中にはこの法改正によって入り口で生活保護の申請をはねつけるというよう

なことをしていた自治体もあったというようなことを聞いております。もちろん砂川市は

そういうことをしているとは思いませんけれども、再度この法改正というものの影響が全

く本当に存在しなかったものなのかということを再質疑としてお伺いいたしたいと思いま

す。

〇議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 納税の部分になります。納税につきましては、税負担の公平と

いう中では、税は必ず納めていただくというのが原則のもと私どもも収納に当たっている

ところでございますけれども、それぞれ納めるのがおくれる方にとりましては、個人であ

れば生活の関係、企業であれば経営の状況等もあろうかと思います。それらについては、

ご負担をかけることなく、ですけれども基本的にはやはり負担の公平というものも考えな

がら、収納率が上がればいいというものではございませんので、そのあたりも勘案しなが

ら納税の対応に当たってまいりたいと考えているところでございます。

〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 （登壇） 公営住宅の使用料のご質問でございますけれども、

今回の議員のご質問は歳入に対して収入済額の減額のお話でございまして、収入済額を比

較しますと昨年度より、２５年度より２６年度は使用料、駐車場料、若干ですが伸びてお

りますので、その辺は認識していただきたいと思います。

それで、議員のおっしゃる空き家の解消という部分でございますけれども、これは歳入

の確保の点からも大変重要なことだと思っております。先ほどの一般質問でもお答えしま

したけれども、入居基準の緩和のできる部分についてはそれも検討していきますし、また

周知、ＰＲ、これも今まで以上に広報等で定期的にＰＲすることができないかというよう

なことも検討して、周知に努めてまいりたいと考えております。

〇議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、生活保護の関係で２６年７月の法改正の影響が本当

になかったかというご質問でございますが、生活保護世帯の受給世帯、受給人数からいき

ますと、平成２５年度と２６年度を比較しますと、月平均で平成２５年度が２１２世帯、

３０７名、平成２６年度が２０５世帯、３０２名ということで、こちらのほうは若干減っ

ております。ただ、これが法改正によって入り口で申請を受け付けないとか、こういうこ

とは全くございませんので、これは従来どおり法にのっとって進めさせていただいている

ということであります。

それと、もう一点、先ほど影響は少ないというお話をさせていただきましたが、法改正
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によってジェネリック、これの促進ということでありますが、砂川市におきましてはその

法改正より以前からジェネリックについて先進的に取り組んでいるという状況がございま

して、平成２６年度の道内の市のジェネリックの使用率というのがございまして、砂川市

の場合は７９．２％ということで道内１位ということになってございます。ですから、予

算を持ってつくっておりますので、医療費というのはとにかく変動が激しいですので、今

回少なくても来年は多いということはあるかもしれませんが、これは生活保護担当のほう

では国の示すとおりジェネリックの推進ということもしておりますので、ここの部分は少

し影響があるということでご理解をいただきたいと思います。

〇議長 飯澤明彦君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１３号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１４号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１４号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１５号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１５号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１６号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１６号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１７号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１７号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１８号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

武田圭介議員。

〇武田圭介議員 （登壇） それでは、議案第１８号、病院事業会計決算についての総括

質疑を行います。

病院事業については、国の診療報酬改定などの外的要因によって収益が多大な影響を受

けるため、毎年その動向に注視しているところでありますが、平成２６年度決算に当たり、

平成２５年度決算の病院事業報告書と比較して、以下７点についてお伺いいたします。
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１点目は、平成２６年度病院事業報告書に記載されています、平成２６年度からスター

トした診療収益増収に向けてのプロジェクトの効果について、数字的にどのようにその効

果があらわれてきたのか、あるいはあらわれつつあるのか。

２点目に、病院収益に大きな影響を与える入院患者及び外来患者数の落ち込みが比較的

緩やかとはいえ毎年続いていますが、患者の確保は病院経営の根幹にかかわることであり、

経営を安定させると同時に、患者確保策を同時並行で進めていかなければなりません。平

成２５年度よりも悪化する環境にあって、どのような患者確保策に奔走し、今回の決算に

なったと総括しているのか。

３点目に、依然として高どまりが続いている個人に対する未収金の問題ですが、法的な

対応を含めてさまざまな取り組みをしていると思っています。しかし、未収金の発生を完

全に食いとめることは大変困難な状況であります。未収金問題に対する対策について、前

年度からの課題を踏まえてどのように対策を強化してきたのか、あわせてその対策効果が

出たために平成２５年度決算と比べて平成２６年度決算においては未収金を約１，９００

万円ほど減少させてきたのか、それとも別の要因があるのか。

４点目に、病院経営を安定させていくためのもう一つの重要な柱は、医師の確保です。

医師が確保されなければ、診療できる人材が不足し、診療報酬にも影響が出ます。常勤医

師の確保については、全国的に地方部の医師不足が課題として取り上げられている中にあ

って、砂川市立病院における医師確保について平成２６年度決算においては、前年と比較

して常勤職員としての医師の総数が７０名を割ることとなりましたが、それはどのような

事情によるものか。そして、病院として毎年度決算を踏まえて予算を組んだり、新たな対

応を考慮すると思いますが、医師確保策についてもどのように奔走してきたのか。

５点目に、病院事業報告書によれば、税込取得価格が１００万円以上の工事と税込取得

価格が２００万円以上の会計についての報告がありますが、平成２５年度と比較して、平

成２６年度決算によると特定の会社が納入業者として多数表示されております。このよう

な例は、他の自治体病院などでも見られる現象であるのか。

６点目に、病院事業報告書によれば、民間金融機関からの借り入れが大幅に減ったとさ

れていますが、この借り入れの減少により金利負担軽減などの負担軽減による病院経営へ

の効果等についてはどの程度のものであったのか。

最後に、７点目は、院内保育所の延べ利用者数が前年度と比較して約２倍となっており

ますが、急激にふえたその要因は何か。

以上のことを演壇からお伺いいたしまして、初回の総括質疑といたします。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 （登壇） ７点ほどご質問いただいた関係につきまして順

次ご答弁申し上げます。

まず初めに、増収対策プロジェクトを立ち上げた関係でのご質問でございますが、増収
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対策プロジェクトにつきましては、平成２６年度の決算見込及び平成２７年度予算を策定

する時期に決算状況及び新年度予算が非常に厳しくなるとの見通しから、病院全体で危機

感を持って取り組みを始めた対策の一つであります。プロジェクトの目的は、増収対策は

もちろんでありますが、コストをかけずに診療報酬の取りこぼしをなくすとともに、医療

の質を向上させることを目的とし、取り組みを開始したところであります。プロジェクト

体制につきましては、院長をプロジェクトリーダーとし、院内各部署、各職種からメンバ

ーを選出し、平成２７年１月末に第１回全体会議を開催し、薬剤指導ワーキンググループ、

特食栄養指導ワーキンググループなど８つのワーキンググループを立ち上げ、３月末の第

２回全体会議までに現状把握、改善策の策定、目標値の設定及びスケジュール作成を行う

ことを確認したところであります。年度末からのプロジェクト開始であったことから、一

部先行して改善策の効果があらわれたワーキンググループもありましたが、プロジェクト

全体の進捗管理は本年４月から６月までの３カ月間の取り組み結果を評価し、ＰＤＣＡサ

イクルを回しながらさらなる改善を図ることとしており、ご質問があった中での平成２６

年度中の数字的な効果につきましては、準備期間中ということもあり、全体の把握はなさ

れていないところでありますが、新年度に入ってその効果はあらわれてきているところで

ございます。

続きまして、２点目の患者数の減少の関係でございます。患者数の減少につきましては、

入院、外来ともに減少している状況であり、入院患者数につきましては前年度との比較で

は延べ患者数で２，９９２人の減少、率にして２．２％の減少となっております。外来患

者数につきましては、前年度との比較では延べ患者数で１，９３５人の減少、率にして０．

７％の減少となっております。これら患者数の減少に対して患者確保対策をどのように進

めてきたのかといった関係のご質問でございますが、まず新規の患者確保対策といたしま

しては、紹介、逆紹介の強化、地域医療後方支援病院として在宅医療を実践されている開

業医との連携強化、そしてまたドクターカーの導入、さらにはホームページの充実による

情報発信などの対策を講じてきたところであります。一方で、中空知医療圏を含む多くの

地域において人口減少という根本的な問題も抱えており、当院のみならず多くの自治体病

院で患者数減少が見られております。また、平成２６年度当初に内科医師２名、泌尿器科

医師１名、救急科医師１名、計４名の医師が減少したことも患者数の減少の要因であると

考えております。いずれにいたしましても、今後とも患者さんから選ばれる病院を目指す

とともに、当地域で当院が担う役割をしっかりと果たし、他医療機関や介護施設等とも十

分に連携し、患者確保対策を講じてまいりたいと考えております。

続きまして、個人未収金の関係でございます。個人未収金に関しましては、当院を含め

多くの医療機関が抱える課題の一つでありますが、当院といたしましては発生予防と早期

回収の観点から、継続的に対策を講じてきているところであります。ご質問にあったどの

ような対策を強化して平成２５年度決算と比較し約１，９００万円減少させたのかについ
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てでございますが、発生予防の観点では、特に強化した対策といたしまして、入院医療費

につきましては退院日、外来医療費につきましては診療当日にお支払いいただくことを原

則としておりますが、支払いせずに帰宅された方の支払い時期につきまして即電話確認や

督促することを強化してまいったところでございます。また、医療費を分割で支払いを希

望する方に対しましては、クレジットカードによる支払いで分割をお勧めしてきたところ

でございます。また、支払い能力がない方、そして無保険の方につきましては、外来や病

棟のスタッフと連携を図り、早期に各市町の福祉部門に相談するなどして、未収金が発生

しないよう対策を講じてきたところであります。また、早期回収の対策といたしましては、

今まで以上に積極的に未収金がある方と接触する機会を設けまして、面談の実施、電話、

はがきでの督促、さらには自宅訪問など、早期回収になるよう努めてきたところでありま

す。このような対策によりまして、平成２５年度との比較においては一定の成果を得るこ

とができたところでございますが、過年度を含めた個人未収金につきましてはまだ多額の

未収を抱えていることからも、今後におきましてもさらなる対策を講じてまいりたいと考

えているところであります。

続きまして、４点目でございます。職員、それも医師の関係で、常勤医師が７０名を割

った事情といったことに対してのご答弁を申し上げます。平成２６年度の医師数が７０名

を割った事情でありますが、医局人事においては救急科、泌尿器科において各１名の減少、

また神経内科では３名の常勤医師が増となったところでございます。また、平成２５年度

におきましては派遣以外に３名の内科医師が勤務しておりましたが、２６年度当初には２

名、そして２６年度１２月末に１名ということで、継続勤務にならなかったことから、全

科で２名の常勤医師が減少したといったところでございます。そういったことに対しまし

て、当院が医師確保にどのように奔走されてきたのかといったご質問でございましたが、

当院の医師確保対策でございますが、事業管理者並びに院長が道内医育大学を訪問し、継

続的に医師派遣を要請しているところでございます。そのほかの対策といたしましても、

ホームページへの掲載のほか、北海道地域医療振興財団、ドクターバンク事業への登録な

どで募集を行っております。また、初期臨床研修を終了した医師に対しては、定期的に病

院広報紙などの情報を発信するなど、将来的に当院での勤務を希望していただけるよう、

つながりを大切にしているところであります。

次に、工事並びに会計の関係で特定の業者が多く見られるといったことの関係でご答弁

申し上げます。当院が重要な資産を取得する際には、関係法令等に従い、事務を執行して

おりますが、税込取得価格８０万円以上の財産の買い入れについては競争入札を実施して

いるところであります。なお、業者の指名にあっては、砂川市において入札に参加する資

格を有する者の中から購入予定の医療機器の販売取り扱いが可能かどうかを判定して指名

しております。以上のことから、入札結果によっては同一の業者が複数回落札していると

いったところでありますので、この辺につきましてはご理解を賜りたいと存じます。
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続きまして、６点目、これにつきましては民間の金融機関から２５年度借り入れがあっ

たことで、それらが決算書に載っていて、恐らく金利負担というか、そこの部分が２６年

度になっているといったことでの金利負担の軽減等の結果といったことでのご質問かと思

います。その関係についてご答弁申し上げます。民間金融機関からの借り入れが減少した

理由といたしましては、平成２５年度に償還が終了した公的資金補償金免除繰上償還に係

る民間金融機関からの借換債であり、この借り入れにつきましては平成１９年度に厳しい

地方財政の現状に鑑み、高金利の地方債を補償金なく繰上償還し、低金利な民間等資金に

借りかえを行うことができる制度として平成１９年から平成２１年までの臨時特別措置と

して創設された制度によるものでございます。当院におきましても、年利７．０％を超え

る昭和５７年度に看護師宿舎新築事業として借り入れたもの並びに昭和５８年度に老人病

棟増築事業として借り入れたものが該当となり、平成１９年度に公的資金補償金免除繰上

償還に係る公営企業経営健全化計画を策定し、国及び北海道から承認を得て低金利の企業

債を借りかえしたものでございます。具体的に申し上げますと、昭和５７年度に借り入れ

た４億１，５００万円の企業債につきましては、借り入れ時の年利が７．３０％であり、

平成２０年３月時点での未償還残高は約１億５，０００万円、これを市中銀行から年利１．

０１％で借りかえしたものであります。このことによりまして、利息の軽減効果につきま

しては約２，７００万円となったところであります。また、昭和５８年度に借り入れた６

億２，６７０万円の企業債につきましては、借り入れ時の年利が７．１０％であり、平成

２０年３月時点での未償還残高は約２億６，０００万円、これを市中銀行から年利１．０

８％で借りかえしたものであります。利息の軽減効果は約５，５００万円となったところ

でございます。このことから、２つの企業債の平成２０年度から２５年度までの利息の軽

減効果といたしましては約８，２００万円となったところでございます。

最後に、７点目の院内保育所の関係で利用者数が前年度と比較して急激にふえている要

因といったことにつきましてご答弁申し上げます。平成２５年度と比較しまして利用者数

が増加している要因でございますが、平成２６年度の院内保育利用実人数は３６名で、前

年度比較１２名の増加、内訳といたしまして、月決め利用者９名、一時預かり利用者３名

の増加となっております。平成２４年度に開所してから就学による退所者がまだいないこ

とから、徐々に利用者がふえてきているといったこと、特に第１子目のお子さんを預けら

れるケースが多く、院内保育所のメリットである子供との距離が近く、いざというときに

すぐに子供のところに駆けつけることができるといったことのほか、日曜日、祝日も利用

できる、そういったことが利用者の増加につながっていると考えているところでございま

す。また、平成２６年度一時預かり利用人数は延べ３９５名で、前年度比較２１２名の増

で、約２倍の増加でありますが、理由といたしましては利用者１人当たりの一時預かり利

用回数が増加したものであります。

以上、７点につきましてご答弁申し上げます。
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〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 今るる答弁をいただきましたけれども、まず１点目のプロジェクトとい

うのは平成２６年度スタートといえども、実際にスタートしたのは年度末であることしに

入ってから、平成２７年１月からスタートしたというふうに聞いておりますけれども、こ

れは今はまだ全体を把握し切れていないというお話でしたけれども、今後こういったよう

なプロジェクトというのを引き続き実践していただいて、少しでも病院経営が楽になるよ

うにということに邁進していっていただきたいなというふうに思っております。１点目は

意見です。

２点目は、患者の確保策の話でありますけれども、これも毎回いろんなところでいろん

な議員さんも触れている話ではありますけれども、総体的に管内の人口が減少している中

で、患者の確保というのを医療機関同士の連携等々いろいろと奔走されていますが、非常

に難しくなってきていると。患者一人一人にかける単価で収入を確保していこうというこ

とも国の診療報酬の改定によってはそれが思うように進まないというようなこともあって、

皆さん非常にご苦労されているというふうには思いますけれども、しかし砂川の市立病院

というのは底力を持った地域の、地域というか、空知管内の基幹病院でもありますので、

手術実績等についても市販の雑誌等でも砂川市立病院のランクというのは上位に入ってき

ております。ですので、地道な活動と継続していく活動がやはり患者さんの信頼をかち取

って、患者数の確保につながるのかなというふうに思っておりますので、その辺を今ほど

いろいろな要因、医療機関との連携とか、紹介、逆紹介の話もありましたけれども、さら

にこれらを一歩進めて、管内だけではなく、場合によっては、札幌からも特急電車でわず

か４５分という地の利もありますから、大都市圏からでも患者さんを呼び込めるような周

知活動等をしていかなければならないと思いますけれども、その辺の考えについて再質疑

としてお伺いいたしたいと思います。

それから、３点目の未収金の関係でありますけれども、これも病院の職員の皆さんの努

力によって大幅に減少させることができました。ただ、答弁でもありましたけれども、過

年度を含めての累積的な未収金というものはやはり大きな問題として残っているわけであ

って、あからさまに資力がなくて回収が不可能ということであれば不納欠損等で落として

いくことになるのでしょうけれども、可能性がある限りは諦めないで、引き続きこちらも

根気強く対策を進めていっていただきたいというふうに思っております。これは意見で終

わります。

それから、４点目の病院経営を安定させていくための医師の確保の話でありますけれど

も、先ほどの２点目の患者確保のところとも関係しまして、結局診療する医師がいなけれ

ば患者さんが幾ら来ても診療できないわけでありますから、診療報酬は上がっていかない

し、医師がいないと患者さんも不満を募らせて他の医療機関に行ってしまうということと、

これは表裏一体だと思いますので、医師確保というのも、砂川市立病院は地域の基幹病院
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で大きな病院であると、道内３医育大学と良好な関係を築いているからといって、決して

あぐらをかくというか、安閑としているわけではなく、医師の確保というのは特に地方で

は競争になっておりますので、少しでも常勤で勤めていただける医師の確保に努めていっ

ていただきたいというふうに思いますけれども、いろんなところの説明会などを開いてい

ると思います。ただ、ここでわからないのは、道内に３医育大学ありますけれども、各大

学に砂川市立病院の採用の担当の方が赴いて、医学生を対象に砂川市立病院のメリットと

か優位性、あるいはこの砂川という地の快適な環境というか、住みやすさ、それから札幌

からわずか４５分ということのＰＲ、旭川からもわずか４０分足らずで来れるというよう

なＰＲをしていかなければならないと思っておりますけれども、そういったようなことを

現時点も含めてやっておられるのか。もし仮にやっていなければ、こういったような決算

の報告が上がってきて、我々見ますけれども、やはりそういったようなこともやっていか

ないといけないと思いますが、その点についてどのようにお考えになっているか。

それから、５点目の工事と会計についての話でありますけれども、８０万円以上のもの

であれば入札を行うということで、入札はもちろん公平に行われていると思います。です

から、平成２６年度は結果的には同一の会社が複数重要な財産を取得したり、工事を請け

負ったということもあるのでしょうけれども、ただ前年度の決算と比較して見てみると余

りにもそれが突出しているような形であれば、正当にやっているといっても、見かけは、

なかなか外からはうかがい知ることはできないので、どうなのかなと不思議に思ったと。

そういうことも、今特に入札関係については国のほうでも厳しい指導が入っていたり、場

合によっては司直の手が入ることもありますので、これからも透明な入札と公平で機会均

等な入札制度を維持して、市内にある業者さん、あるいは市内にこれから進出しようとす

る業者さんも出てくるかもしれませんけれども、そういったところからも疑いの目を向け

られないような透明性を確保して、今まで以上に気をつけてそういったようなことをやっ

ていただきたいと思います。これは意見です。

それから、６点目の民間からの借りかえについての金利軽減効果がいっぱいあったとい

うお話もありましたけれども、経費を落とすということは収入確保と同じように病院にか

かる負担を減らすことにもつながりますので、こういった借りかえだけに限らず、いま一

度病院の中でいろいろな無駄がないかどうかというようなこともしっかり把握して、経費

の節減に努めたり、病院のコストダウンにつなげるようなことも考えていっていただきた

いと思いますけれども、これについてどのように考えるかということを再質疑としてお伺

いいたしたいと思います。

それから、院内保育所のことに関しては、今の答弁で理解いたしましたので、これはこ

れで納得いたしました。

以上の点について再質疑としてお伺いいたします。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。
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〇病院事務局長 氏家 実君 ３点の関係について順次ご答弁申し上げます。

まず、患者数の減している関係で議員さんからご指摘のあったとおり、やはり地道に、

さらには継続的にも確保に向けて努力といった中では、議員さんがおっしゃった一つの例

で手術の関係の話もございましたが、２６年度の段階で途中においても、昨日武田真議員

にお答えした管理運営会議の場においてもこういった関係で、特に平成２５年度において

整備したハイブリッド手術室が２６年度から稼働したと、さらにはがん診療連携拠点病院

としてハイパーサーミアを導入していると、そういったことから当院において高度専門医

療といったことで、議員におかれましては札幌のほうの患者をこちらに逆に引っ張るよう

な形ということもございましたが、札幌まで行かなくても当院で札幌というか、大都市並

みの医療は提供できるのだといったことのＰＲ、こういったことが必要であろうといった

ことで、２６年度中において院内広報紙である「ひまわり」を活用いたしまして、ハイブ

リッド手術における心臓血管外科のステントグラフトの治療、さらには内視鏡的治療、さ

らには腹腔鏡における手術の関係についてはやはりＰＲが必要ということで掲載したと。

さらに、ホームページでもこれらを発信していく必要があるということで、これらについ

て若干おくれておりますが、それも動画を入れた中で取り進めていこうといったことで目

下作業を進めているといったことで、これらについては今後とも継続的に進めていきたい

というふうに考えているところでございます。

それと、２点目の医師の確保の関係でございます。３医育大学ということで、担当者が

大学に出向いてそういった学生に対する説明会といったお話もございましたが、実際は正

直言ってそういったことに出向いているケースはございません。しかしながら、非常にド

クターの確保というのは当院に限らず難しいといったことで、そういったことからも鋭意

努力はしているわけでございますが、特に当院は地域センター病院といたしまして医師の

派遣等もしていることから、たまたま昨年は道外において道内の病院を希望する、それも

高度先進的な医療を行っている病院を希望する方がいるといったことで、砂川さんどうだ

い、といったことで、砂川にお越しいただいた後、その方とのメール等のやりとりの中で

は最終的にうちにお世話になりたいといったことから、ことしの４月から１名の方が東京

のほうからお越しいただけたと。そういったこと等も含めまして、今後とも医師の確保に

ついては鋭意努力してまいりたいと。

あと、無駄のないというか、恐らく材料費等も含めたお話だと思います。そういったこ

とから、この辺につきましても現在事務方を初め、薬剤部、さらには医療技術部も一緒に

なって、無駄のないように価格交渉もより強化し、場合によってはドクターも入れて価格

交渉を行う中で無駄を省き、材料費の縮減に努めていっているところでございますので、

その辺につきましては何とぞご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 飯澤明彦君 武田圭介議員。

〇武田圭介議員 １点だけ再々質疑をしたいのですけれども、今３医育大学のほうには特
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に担当者を出していないというお話でしたけれども、ぜひ出していただきたいのです。と

いうのは、私も大学といろいろと関係があるもので、北海道大学の医学部のところでちょ

っと学生さんとお話しする機会があったのですけれども、砂川市というのがどこにあるの

かというのがわからないとか、砂川がどんなまちなのかというのがわからない。とても地

方にあって、田舎のような感覚を持っている。特に札幌からずっと出たことがないとか道

外から来られた方というのは、そういう認識を持っている方もいらっしゃるのです。です

ので、そうではなくて、働く医師にとっても働く場の環境が整っているというのは非常に

重要なことでもあると思いますので、そこには担当の方が出向いて、砂川市のＰＲも含め

て、疲れたときにはスイートロードの甘いもので体を癒やしていただくということもでき

るわけですから、ぜひともそういったような大学を回るときには必ず担当者が行って、学

生たちの前で砂川のよさというものをＰＲしていただきたいと思うのですけれども、この

辺についても今すぐやるという話にはならないかもしれません。必ずどこかで協議をしな

いといけないことは出てくると思いますけれども、ぜひそういったようなことも検討して

いただきたいと思いますが、その点についてだけ再々質疑としてお伺いして、質疑を終わ

ります。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 たまたま北海道大学医学部の話が出ましたが、初期臨床研

修医制度が始まって１０年ということでは、当初は無名の砂川市立病院というものにつき

ましてうちを研修先に選んでいただけなかったといった中では、北大のほうからお二人の

方を引き受けてくれないかといったことから受けて、その方たちを大事に育てたと。そう

いったことが後々、今現在８名ですが、１０年連続のフルマッチにつながっていると。そ

ういったことから、ことしにつきましても実は北大の学生さんが来ているものですから、

決して、うちのまちというのが余り知られていないということはちょっと、うちは人気病

院と自分で言うのもなんですが、今琉球大学ですとか高知のほうからもかなり来ていらっ

しゃるものですから、その辺については口コミ等もかなりよく広がっている部分でもある

と思っていたのですが、ただ担当者レベルが出向いたということはないものですから、そ

の辺はぜひ検討させていただきたいなと、そのように思います。

〇議長 飯澤明彦君 他に発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１８号の総括質疑を終わります。

以上で各議案に対する総括質疑を終わります。

お諮りします。

ただいま議題となっております６議案は、１１名をもって構成する決算審査特別委員会

を設置し、これに付託して閉会中継続審査を行うこととしたいと思います。このことにご

異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定しました。

ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、砂川市議会委員会

条例第８条の規定に基づき、議長が指名します。

決算審査特別委員会委員に小黒弘議員、北谷文夫議員、佐々木政幸議員、武田圭介議員、

武田真議員、多比良和伸議員、辻勲議員、中道博武議員、増井浩一議員、増山裕司議員、

水島美喜子議員、以上のとおり指名します。

◎日程第７ 報告第１号 平成２６年度砂川市健全化判断比率の報告について

〇議長 飯澤明彦君 日程第７、報告第１号 平成２６年度砂川市健全化判断比率の報告

についてを議題とします。

提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 報告第１号 平成２６年度砂川市健全化判断比率の

報告についてご説明を申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、平成２６年度

決算に基づく実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に付し、別紙のとおり審査意見

書が提出されましたので、健全化判断比率について報告をするものであります。

平成２６年度の各健全化判断比率は、①、実質赤字比率は、一般会計等の実質赤字額の

標準財政規模に対する比率でありますが、黒字となっておりますので、比率はなしであり、

前年度と同様となっております。②、連結実質赤字比率は、全会計を対象とした実質赤字、

資金不足額の標準財政規模に対する比率でありますが、黒字となっておりますので、比率

はなしであり、前年度と同様となっております。③、実質公債費比率は、一般会計等が負

担する元利償還金、準元利償還金の標準財政規模に対する比率でありますが、１２．９％

となっております。前年度は１５．５％でありましたので、２．６ポイントの低下となっ

たところであります。④、将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する比率でありますが、２６．３％となっております。前年度は５５．

２％でありましたので、２８．９ポイントの低下となったところであります。各健全化判

断比率につきましては、表の右側に記載の早期健全化基準を下回っているものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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これで質疑を終わります。

以上で第１号の報告を終わります。

◎日程第８ 報告第２号 平成２６年度砂川市下水道事業の資金不足比率の報告

について

報告第３号 平成２６年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告に

ついて

〇議長 飯澤明彦君 日程第８、報告第２号 平成２６年度砂川市下水道事業の資金不足

比率の報告について、報告第３号 平成２６年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告に

ついての２件を一括議題とします。

提案者の説明を求めます。

建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 （登壇） 報告第２号 平成２６年度砂川市下水道事業の資金

不足比率についてご報告いたします。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、平成２６年

度砂川市下水道事業の資金不足比率を監査委員の意見を付して報告するものであります。

内容につきましては、平成２６年度砂川市下水道事業特別会計決算において歳入総額７

億８，８６８万４，０００円に対し、歳出総額７億８，７９９万１，０００円で６９万３，

０００円の剰余額となり、さらに繰越明許費繰越額１０万円を差し引いた５９万３，００

０円が実質剰余額となり、資金不足額が生じないことから、資金不足比率は発生しないも

のであります。

以上、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 （登壇） 報告第３号 平成２６年度砂川市病院事業の資

金不足比率の報告についてご説明を申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、平成２６年

度砂川市病院事業の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委

員の審査に付し、別紙のとおり審査意見書が提出されましたので、資金不足比率について

報告するものであります。

平成２６年度病院事業会計の決算では、流動資産３６億９，４５６万７，０００円、流

動負債１７億８，０４４万６，０００円から流動負債として整理した企業債９億８，８８

５万５，０００円を控除した額の７億９，１５９万１，０００円となり、資金不足が生じ

ていないことから、資金不足比率は発生しないものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で提案説明を終わります。
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これより報告第２号及び第３号の一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で第２号及び第３号の報告を終わります。

◎日程第９ 選挙第１号 砂川市選挙管理委員会委員の選挙について

〇議長 飯澤明彦君 日程第９、選挙第１号 砂川市選挙管理委員会委員の選挙を行いま

す。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選によりたい

と思います。このことにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定しました。

お諮りします。

指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。このことにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、議長が指名することに決定しました。

選挙管理委員会委員には、其田晶子さん、岩崎誠さん、信太英樹さん、千葉美由紀さん

を指名します。

お諮りします。

ただいま議長が指名しました其田晶子さん、岩崎誠さん、信太英樹さん、千葉美由紀さ

んを選挙管理委員会委員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、ただいま指名したとおり当選人を決定しました。

◎日程第１０ 選挙第２号 砂川市選挙管理委員会委員の補充員選挙について

〇議長 飯澤明彦君 日程第１０、選挙第２号 砂川市選挙管理委員会委員の補充員選挙

を行います。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選によりたい

と思います。このことにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定しました。
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お諮りします。

指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。このことにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、議長が指名することに決定しました。

選挙管理委員会委員の補充員には、中村和弘さん、若林成明さん、皆上嘉代さん、奥山

一俊さんを指名します。

お諮りします。

ただいま議長が指名しました中村和弘さん、若林成明さん、皆上嘉代さん、奥山一俊さ

んを選挙管理委員会委員の補充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、ただいま指名したとおり当選人を決定しました。

お諮りします。

補充員の順序は、ただいま議長が指名した順序にしたいと思います。このことにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、ただいま議長が指名した順序に決定しました。

◎日程第１１ 報告第４号 監査報告

報告第５号 例月出納検査報告

〇議長 飯澤明彦君 日程第１１、報告第４号 監査報告、報告第５号 例月出納検査報

告の２件を一括議題とします。

監査報告及び例月出納検査報告は、文書で配付のとおりであります。

これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で監査報告及び例月出納検査報告を終わります。

◎閉会宣告

〇議長 飯澤明彦君 これで日程の全てを終了しました。

平成２７年第３回砂川市議会定例会を閉会します。

ご苦労さまでした。

閉会 午後 ３時１０分
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

平成２７年９月９日

砂川市議会議長

砂川市議会副議長

砂川市議会議員

砂川市議会議員


